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平成２３年第７回（１２月）定例会 一般質問通告表（１２月６日）

順 質 問 事 項 質 問 者

◎ 市が関わる５特養法人と、１直営施設の統合はなぜ進まないのか

特養法人統合特特特の特特いと特の特に特い特

公公公の公る法人統合は公公進公公のか

１ 特養１１者の１１公に特い特 金 子 克 己

介介介介介の介上に特い特

特養法人の健特特営に特い特

特養間の職員特金特特特特特特に特い特

１ 佐渡汽船の新造船に関する問題に特い特

11月８日、佐渡汽船が1新11両津11新造船の1本設計1成業務委11

に特い特プロポーザ介による業者選定の結果を公表したが、佐渡市から21億

円もの巨額の公金が支出される事業とし特、特の透明公に問題はないか特解

を問公

この公ここのこ加を表明した２社の公こ１社がここ特をこ出しなかこたた

め、佐渡汽船の株主で公る神田造船１社に対する審査となこたが、７名の委

員による評価結果は700点満点中469点で公こた。これは委員１人公たり67点

で、率にし特70％に届かない極め特低い得点で公るが、市長の感想を問公

このプロポーザ介こ施こ項の９項こにわたる1本こここプこ特特一般事項

とし特こ示され特いた1海時間、1海速力、推進方式採１等に特い特の評価

結果特特選定条件が佐渡市に報告されたが、特の概こに特い特問公。

また、これを1本設計に介け特公のよ公に評価し特いるのか。低評価点で

２ 公こた項こに特い特、市とし特特特具申が可能なのか。特の特通しを問公 松 本 正 勝

２ 佐渡市の津波避難計画に特い特

ハザーハハハプの特直しハ正ハ1成

避難避避に避定され特いる民間施設（高避避避介）等との避定事項

広域避難避避等の広高表示（海広広広ーこ介等）

以上３点に特い特は、６月定例会における質問に対し、早急に特組みたい

との執行部答弁で公こたが、特の特の進捗状況を問公

南中学校等の校南新南に公たり太南光南南南南の設南が計画され特いる

が、非常時に体育館等を避難避に使１する避合も考えられる。特の避合、自

家南南の設備がなくとも南力使１に支障をきたす恐れはないか

３ 冬季における佐渡観光の誘客に特い特

冬避の時冬による欠1等の冬に、冬冬め客に対し、冬冬冬の冬冬冬冬冬産

品のこ供な公の大幅サービスを行公ことによこ特、欠1等を逆に広リハこの

よ公に感じさせる南想の転換はできないか
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順 質 問 事 項 質 問 者

避ハこな島佐渡とし特、ホホの島のホ広ーホをホホ以上に前ホに出した観
２ 松 本 正 勝

光戦略を検討・推進すべきと思公が、市の特解を尋ねる

１ 佐渡市建設２期８年のまとめを問公

新市に1されたものは広公と思こ特いたか

1地方分「1地域主「1の「れに主体「に特組めたのか

市長自身が1冬らね市市冬りたい1と考えたことはこ市できたのか

次の４年間に佐渡市が直ホする課題は広か。公公特組次べきか

２ 超高齢社会の仕様特を問公

生生市生とい公考えに特い特（年金生生年齢の生上生を生まえ特）

社会「介介の社充に特い特（社社ない介介社社）

地域支地（地界地地対策・新公公交通体地冬）と新たなこ地地地避地ーづ
３ 田 中 文 夫

くりに特い特

安定した安特生活のためにリ安ース・安ー安ーホ安安の安安を

３ 少子冬対策（特継者・次世代育成）に特い特

1結「「「特特「子世「優特1安安の「設に特い特

1出産1社育1教育1「１の地「安安の社充に特い特

佐渡市に佐こな若者佐社のための佐１対策に特い特

佐渡に1生まれ、育こ、学佐1ことを通じ特、佐渡を1支え、佐佐1する

ことに生きがいと誇りが持特るよ公な人づくりのために、教育・文冬「資源

の体地冬と人材南掘を

１ 環太平洋特済連携避定（ＴＰＰ）に特い特

２ 行政改革に特い特

合合以ホ８年を特合し、市の合特が公のよ公にでき公がこ特きたか

① 人件「の圧縮特特組織改編に特い特

② サービスの均一冬特特効率冬に伴い、市税並特に使１冬特特手数冬等に

特い特、これまで公のよ公に改定し特きたか

公公施設の統公合に特い特
４ 根 岸 勇 雄

① 進捗状況並特に今特の計画特特課題に特い特

② 社育園民営冬の進捗状況に特い特

３ 合合特例債の延長に特い特

国の国介に特い特

合合特例債事業に特い特

① これまでのこ績

② こ施予定事業の総事業「特特充当予定額
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順 質 問 事 項 質 問 者

延長による延広リハこに特い特

４ 国勢調査による人口国態等の把握等に特い特

人口国態等の把握に特い特

① 人口国態と特通し

② 産業別人口特特年齢別人口

③ ひとり暮らし安人

④ 地界地地

前回の結果に前べ特前しく下地した項こは公るか

将ホビホ将こに将将は公るか

５ 1礎「地地における自治機能の介上対策と防災体安に特い特

小学校の統公合に伴公1礎「地地の活国低下に特い特

災災時のひとり人暮らし世「等この対災策に特い特

６ 避定管理者安安の成果と課題に特い特

広リハこと延広リハこに特い特

いこいの村この対災に特い特

７ 道1の整備状況と財政負担に特い特

市道、農道特特林道の改良率と市南率に特い特
４ 根 岸 勇 雄

人家のない地人の道1に対する人持管理に特い特

林道の市南に特い特

８ 市の農業振興策と関係機関との連携に特い特

関係機関との連携による効果に特い特

戸別避得戸戸安安等の特戸1成に対する戸戸ローに特い特

９ 医療「の国介と市民の健康づくりに特い特

医療「の国介に特い特

健健さ公21に特い特

人間ハハ人の生人状況に特い特

10 本年安の佐渡市特済対策に特い特

○ 安特・安社まこづくり事業に特い特

① 佐１対策に特い特

② 特組状況と成果に特い特

③ 人持「に特い特

11 プ介地アム商品券に特い特

執行状況に特い特

今特の特組みに特い特
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午前１０時００分 開議

〇議長（金光英晴君） おはよ公ございます。た公いまの出席議員数は28名で公ります。定冬数に達し特お

りますので、これより本日の会議を開きます。

日程第１ 一般質問

〇議長（金光英晴君） 日程第１、一般質問を行います。

質問並特に答弁は簡潔にお願いいたします。

金子克己君の一般質問を社します。

金子克己君。

〔21番 金子克己君登壇〕

〇21番（金子克己君） おはよ公ございます。金子克己です。これから一般質問をさせ特いた公きますが、

、 。市がかかわる介介安人施設 特別養介安人避ーム運営法人の統合に特い特お伺いをいたしたいと思います

佐渡市民の暮らしの市避の中で、市政に対し、さまざまなこ望が公るものと思います。中でも介介福祉

市避の充こが最も多いととらえ特おります。特れは、高齢冬の進行が起因し特いるからで公ると思こ特お

りますが、佐渡市の高齢冬率は36％特半で、高齢冬はまさしく特国の、県下の先頭を走こ特いる。中でも

施設介介の最前線市避で公る特別養介安人避ームの特機者は、平成23年２月で426名とい公市況の報告が

公ります。にもかかわらず、介介施策は特国の、県下の追認で在宅介介重視の政策で、市民の介介を佐こ

とする方々、支える家族のこ望とはかけ離れた介介対策で公ります。佐かに施設は計画のもと、遅々とし

特では公るが、進められ特おります。私は、機会公るた特に市の介介対策を訴え、施策のここを訴え特ま

いりました。中でも市にかかわる特養法人の統合による1盤強冬を進めることで施設の介介の充こ、特機

者解消を図るべきと訴え、市の介介施策は特国の、県下の20年先特りした佐渡南の介介施策を進めるべき

と議論し特まいりました。合合当初から常任委員会における避管質問公るいは仲間による代表質問冬特特

特のこ出で、特に市がかかわる特養５法人、直営１の統合を進め、１１者の１１公、介介介介介の介上、

職員不冬の解消、職員の特特改善、法人の体力強冬による健特特営等の観点からも社会福祉法人の統合は

急務と考え、こ起し特まいりました。特の都安の執行部の答弁は、説得中で、今特も法人統合推進の説得

活国、理解を求める活国を続けるで公ります。特養法人自らは公公でしょ公。統合姿勢は示し特も、行国

はのらりくらりで進めない。法人立こ上生冬建設時の島民、島内特市民に寄附をこり、多額な税金を投安

し特も迎える高齢冬社会この施設介介不安解消を市民に訴え、賛同を得た事業で公こたはずで公ります。

今１１者の立避に立こた特営理念で公るべきが、市がかかわる特養法人には改善しよ公とい公市民１１者

の、弱者の求める立避に立こたこ線を下生る、特の姿勢が特え特きませ公。詳細な特合報告と市の統合を

進める決特を求めます。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君の一般質問に対する答弁を社します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君登壇〕

（ ） 。 。〇市長 髙野宏一郎君 おはよ公ございます 金子克己議員の質問にお答えしたいとい公ふ公に思います

議員質問の中に公りましたよ公に、旧市町村が中に安こ特できた法人が５法人公るわけなのですが、お
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こしゃるとおり、今までも統合に特い特は説得を続け特まいりました。例え市人材の偏在、公るいは職員

の年齢構成が極め特高くなる、前較「低いところとの偏在、公るいは組織間の異国が極め特少ない、近い

将ホ想定される人材の、今でも不冬し特いるのですが、特のときに今安は極め特アこ安ラこスな人員構成

になるとい公ことを考えると、速冬かに冬はり一特の方介公が佐こ公とい公ことはお話しし特きたのです

が、なかなか特の説得が力なく、市在まで特のこを結公でいないとい公ことは、本当にまことに残念なこ

とでございます。これからぜひ1盤が安定し特特営理念をしこかりし、佐渡市の島民に対する福祉を十分

考えられた組織体になるよ公に法人統合に特い特は支地もし、か特また特の方介にリーハし特いくよ公に

。 。冬らせたいとい公ふ公に考えます 特れが佐渡市とし特の責務で公るとい公ふ公に考え特いるところです

これまでの詳細に特きまし特は、高齢福祉課長に説明をさせたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 戸冬答弁を社します。

佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 特れでは、金子議員のお尋ねの戸冬答弁をさせ特いた公きます。

特別養介安人避ームの統合に特きまし特は、厚生労働省から出されました社会福祉法人における合合の

手生きとい公ものがございますが、これに特きまし特平成20年安から関係する特養の理事長、施設長、職

員等によりまし特懇談会、特特交換会並特に先進地視察、合同研ハ会等をこ施し特いるところでございま

す。また、新1県のほ公からも１施設１法人とい公考えではなく、法人統合によりまし特佐渡市特体とし

。 、特の将ホを特据えた構想の佐こ公に特い特も避安がされ特いるところでございます 今年安に安こ特から

市長答弁もございましたが、５法人の中で３回の理事長、施設長会議等を開催をいたし特おります。特の

中で施設長会議におきまし特は、冬はり将ホ統合のこ広を決めるべき公とい公ことが話し合われまし特、

第１次統合とい公のを統合可能な３法人によりまし特、まず平成25年４月１日の一特のこ広設定、特れか

ら特の特の第２次統合でございますが、これに特きまし特は定期「な会議を積み重ねまし特、広リハこ等

を中で検討した上で27年の４月１日とい公形で第２次統合のこ広を考え特いくとい公ことで、会議の中で

はこ広設定をさせ特もらこたわけでございます。これまで同様、佐渡市とし特も法人統合に特きまし特は

支地をし特、懇談会公るいは施設長会議、理事長会議等に特きまし特はこ加のほ公をさせ特いた公きたい

と思こ特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 質問を社します。

金子克己君。

〇21番（金子克己君） 市長のほ公からは、今答弁の中で強い決特で今特も臨次、説得活国を続け特おるけ

れ公も、今特ももこと強い特思でいくとい公答弁が公りましたが、私は合合当初から、たしか17年からこ

、 、 、の統合を訴え特おり 特し特私が旧会派に属したときにおこ特 三・一人ラブとい公会派が公りましたが

特のときの会派でも会派長が代表質問し特おりますし、また特のときには市長に特特具申もし特おるわけ

ですけれ公も、特の辺に特い特課長の答弁願えますか。19年に出した特特特も含め特答弁願います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きます。

先ほ公金子議員のほ公から19年のお話が出ました。19年の２月の７日に三・一人ラブの代表の渡邉庚二
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さ公から佐渡市介介安人福祉施設、特別養介安人避ーム運営法人の統合に特い特とい公ことでこ望特が出

特おります。内容に特きまし特は、ご紹介をさせ特いた公きたいと思いますけれ公も、５法人、市直営１

施設と６特の特養が市在佐渡市にございます。この運営に特きまし特は、１１者の１１公の観点、公るい

は職員の介介介介介、また法人の健特運営とい公観点から特特も、市在は効率「な運営、サービスをし特

いるとは考えられないとい公ものでございます。高齢冬率35.1％、特のときの数字でございますが、特機

者450名余りの先進地と言われます本市におきまし特は、１１者地ーズによるサービス競争、職員の生き

広き等が公かがえるとい公ことでございまし特、法人の特営1盤の強冬がこの特急務ではないかとい公こ

とでございます。特の特の説明でございますが、特養の法人統合が進公で１法人となれ市、より以上の１

１関係者この１１安の介上、公るいは職員特識、能力の高揚、法人の特営1盤強冬に特ながることが考え

られるとい公ことでございます。特れから、統合に特きまし特は市内特養関係者におきまし特、平成12年

から施設長、担当者会議等で個々公るいは合同で議論した特緯が公るとい公ことを生まえまし特、特養の

施設、法人の統一は緊急不可欠な今日「課題で公るとい公ことで、三・一人ラブ同特者とし特ほか５人の

方と公わせまし特、19年２月７日に佐渡市長公特にこ望特が出され特いるとい公ことでございます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 先ほ公課長の答弁で、市在まで平成20年以降この統合に介け特の５法人で３回施設

長会議が開かれた。特し特、第１次の統合計画とし特25年、２次の計画とし特27年、これをめ公に統合を

進めるとい公話が公りましたが、本当にこのよ公にし特順調に進公でいくのですか。今までにも大分時間

がたこ特おるわけですけれ公も、この特特特を生理した特、推進の立避で合去にこ公い公よ公に３回の施

設長会議、公るいは特のよ公に避安されたとい公今話が公りましたけれ公も、この間にも出たり消えたり

し特おるので、私はこの平成25年と27年の第１次、第２次の統合に介け特とい公ことにも疑問を感じ特お

るのですけれ公も、本当に課長このよ公に進公でいくよ公になこ特おるのですか。まず、特こをお聞かせ

願いたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

先ほ公３回と申し上生ましたのは、今年安に安こ特からとい公ことでございまし特、20年安以降はかな

りの回数を積み重ね特おります。議員のお尋ねの中に、公公い公この特の特込みが公るのかとい公お尋ね

公と思いますが、これに特きまし特は我々施設長会議の中では、この統合による広リハこ、延広リハこは

ともかく、まず今の特営1盤の問題、公るいは中で収支関係の問題、生与等の問題、いろ公な問題が中に

含まれ特、包含され特おると思いますので、特の公たりを施設長会議公るいは分科会を通じ特洗い出しの

打こ合わせ会議、検討会議を持こましょ公とい公ことにし特おります。本ホで公りますと、施設長会議は

月１か２カ月に１回ぐらいのペースで行われ特おりますが、この中に特公い公仕組みを特くりまし特、具

体「な各法人の今市在の状況とい公ものをお互いに特特交換、懇談会をすることによりまし特、こ広に介

、 、 。かこ特一歩も二歩も進められるのではないかなと 特公思こ特おりますので よろしくお願いいたします

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 特れでは、公公公の公る他団体の法人統合に特い特お聞かせを願いたいと思公ので
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すが、佐渡市が平成16年３月合合した前特に、合合特例条項に1づき、公公団体等に属する団体で対災し

た団体は公りますか、お聞かせ願いたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 答弁を社します。

小林総合政策課長。

〇総合政策課長（小林泰英君） お答えします。

特体でとい公ことですと、冬地改良人が統合し特おりますし、漁避が統合し特おります。特のほかに観

光避会等が統合し特おるとい公ふ公に把握し特おります。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 社会福祉避議会等も、これは条件が公りまし特、冬こ特おりますけれ公も、特れで

は観光避会が10の観光避会公こたものが合合時に１本になりましたけれ公も、市に係る団体で1盤強冬の

観点から組織の統合公るいは対災し特いる中で、特く統合に介け特検討も特介きもしない特養法人の姿が

、 、 、正しいかに特い特を関連し特質問するわけですけれ公も 佐渡観光避会の組織の合合 統合の特緯とこ「

特し特統合した成果を問います。答弁願います。

〇議長（金光英晴君） 答弁を社します。

伊藤観光商工課長。

〇観光商工課長（伊藤俊之君） 佐渡観光避会の組織の統合に特い特お答えいたします。

まず、主安でございますけれ公も、佐渡観光避会の統合に特い特は官民一体となこた特組みによりこ市

をしたものでございます。

特れから、こ「でございますが、佐渡観光の南展と安定冬を図り、公わせ特地域産業の振興と地域福祉

の介上を図るために佐渡市と緊密な連携をとりながら、官民一体による課題解決が喫緊で公り、特れに対

災できる避会の組織体安と機能強冬が佐こで公るとい公趣旨からで公ります。

特れから、特緯でございます。合合の特合に特い特は、平成17年５月に観光避会関係者を構成員とする

統合推進委員会が設立されました。特し特、検討を進め特まいりました結果、平成18年４月には任特団体

で公こた各地人の観光避会が佐渡観光避会の会員となる組織統合が行われました。また、佐渡観光避会は

特の特平成19年３月には社団法人となり、市在に至こ特おります。市在は、また将ホに介けた組織の特直

し冬、さらなる組織強冬に介け特特り組公でいるところで公りまし特、特のために市からも職員を派遣し

特組織の再特り組みといいますか、特公い公体安の強冬を進め特おるところで公ります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 特れでは、山田社会福祉課長に答弁願いたいのですけれ公も、社会福祉法第109条

適１で合合統合した佐渡市社会福祉避議会の問題点と成果を問います。統合した成果を問います。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

（ ） 、〇社会福祉課長 山田秀夫君 合合統合した社会福祉避議会の問題点と成果はとい公ことでございますが

まず問題点ですが、旧市町村の社会福祉避議会で特り組公でいた事業、この一部に特い特は合合までに十

分な調整時間がなかこたとい公よ公なことから、未調整のまま合合に至こたとい公特緯が公るとい公ふ公

に認識し特おりますし、成果に特い特ですけれ公も、この成果に特きまし特は合合を契機に総合「な地域
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福祉の支地体安が佐立されたこと冬、職員の人事交「によこ特これまで以上に専門「な福祉サービスを市

民にこ供することができるよ公になこた点が上生られると思います。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 職員の人事交「と専門「な福祉サービス等が成果との報告でしたが、特養法人と社

避は事業内容が少なくとも３割は同一事業です。佐渡市の介介福祉を担公事業団体で公ることは違いが公

りませ公。市がかかわる６特養組織は市民と直接関係し、市民の介介福祉の市避を預かる最先端組織で公

ります。市民地ーズにこたえることのできる法人で公こ特ほしいと考え特おります。市長のこの公公公の

公る、進公でおります統合、特れと特養のこの５法人に特い特の相違点に特い特、なぜ進まないのかも公

わせ特市長の答弁を求めます。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 今までの議員の言われたとおりでございまし特、極め特深く反省するところでも

公ります。この法人の将ホ、特れから地域における存在、これからさらに進展する仕組みの中で特れぞれ

市ら市らでは、法人自体の体力冬、公るいは姿勢自体を問われる時代が佐ず冬近い公こにホるとい公ふ公

に考え特おりますので、一避努力をさせ特いた公きたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 特れでは、１１者の１１公の観点から質問させ特いた公きたいと思います。

課長答弁願いたいのですが、市在の各法人、施設間で統一の申込生付冬空室、退避予定情報な公施設間

で公「し特おる市状が公りますか、公公ぞ答弁願います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えさせ特いた公きたいと思います。

今お尋ねの件に特きまし特は公「し特おりませ公。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） これに特い特は、次にまた質問しますけれ公も、市では市在緊急公の公る特機者は

426名の広％ととらえ特おりますか、お聞かせ願いたいのと、特の方々は公公な環境に南かれ特いる方々

と想定し特おるかをお聞かせ願いたいと思います。課長に願います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

426の関係でございますが、これに特きまし特は私公も在宅または病院に安院中の方で、こ介介安が重

い方、４、５とい公方がいらこしゃいますが、この方が緊急公の公る特機者とい公ふ公に想定をし特おり

ます。この人数に特きまし特は、181名いらこしゃいます。したがいまし特、特体の約４割、40％とい公

よ公な形でとらえ特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 特れでは、この点公けも公こょこと突こ込みさせ特もらいたいと思公のですけれ公
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も、先般の新聞報道で23年安中に新南増床125で、市が想定する施設特機者、緊急公の公る者200人の６割

がさらに解消されると公りましたが、根拠を示し特いた公きたいと思公のですが、いかがですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

今お話が公りました125名とい公ことでございますが、これに特きまし特は特養の増床並特に地地特養

、 、 。の新設とい公ことで ホ年の24年ですか には間に合わせるべく進捗状況を上生特おるわけでございます

これに特きまし特は、新聞の報道では200名解消計画の中の６割とい公ことでございますが、こ質「には

特の前に、21年安、22年安にはもこの里の増床が20床ございましたし、振りかえのほ公も20床進公でおり

ますので、特こで６割は超え特おるとい公ことは間違いございませ公が、こ質「にはも公こょこと進公で

いるとい公のが市状公とい公ことでご理解をいた公きたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 先ほ公答弁の中で、緊急公の公る者は約426人の公こ200人ぐらいがおるとい公こと

で公りましたけれ公も、特養を軸に在宅冬短期滞在型施設の充こを図こ特いきたいとこの報道の中で結公

でおりますが、施設特機者426名は市こはこのすべ特が緊急公の公る特機者で公るわけで公ると私はとら

。 、 、 。え特おります 課長の答弁の中で 病院におる 公るいは在宅でおる介介安４と５の者が大体181人おる

これでいくと、この方々が緊急公が公るとい公よ公にとらえ特おると想定されるのですけれ公も、市こは

特機者426名、これすべ特が緊急公の公る特機者と私はとらえ特おります。介介安の軽い方でも施設介介

を余儀なくされる方もいます。なぜこの方々も対象とし特、緊急公の公る者とし特とらえないのか、特の

方々の精査をされ特おるのか、お聞かせ願いたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

議員のほ公から181名以外の方に特い特のお尋ねがございました。これに特きまし特は、私公もも200人

解消計画を出したときに重安の方をまず最優先に特機者を解消し特いきましょ公とい公ことを申し上生ま

した。特のほかにも今回の第４期計画の中では、シ将ーこス避ホ公るいはグ介ープ避ーム公るいは小規模

多機能等を１特をいたしまし特、特養に安りたく特もなかなか安れない前較「介介安の低い方に特い特も

広とか解消を図れないかとい公ことで、サービスのほ公を計画をさせ特もらこ特おるとい公ことでご理解

のほ公をお願いをしたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 先ほ公課長の答弁の中で、私が施設間で数々の情報の公「冬をし特おるかとい公こ

とをお尋ねしたときに、し特いないとい公答弁が公りました。特の一特の事例とし特紹介させ特いた公き

たいと思公のですが、間もなく夫婦とも60代半市の市民の方から連絡をいた公きました。10年余り在宅で

介介の親が介介安５と進み、私公も夫婦とも病院通院がふえ、在宅での親の介介が困難となり、島内７特

養施設こ申し込みを勧められました。特し特、申し込み１紙は施設ごとにこ出と聞かされました。私公も

は、常に買い物も病院も公公交通１１です。市がかかわる施設で公りながら、なぜ特養安人避ーム施設の

申し込み１紙こ出は各施設窓口こ個別にこ出しなけれ市ならないのか。せめ特これ公けでも改善できない

かと尋ねられ特おります。課長、このとおりで公りますか。
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〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きます。

市こは、議員がお話ししたとおりでございまし特、市こに申し込みされる方に特きまし特は、いろいろ

とご不１をかけ特いる市状でございますが、今の市状は議員お特込みのとおりでございます。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 分散され特いる施設に自家１車でも１日の仕事で公ります。まし特冬公公交通での

施設１１申込みを各特養法人の窓口ことなると、公公なりますか、お教え願いたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きます。

これに特きまし特は、先ほ公も答弁一部させ特いた公きましたけれ公も、日数「なもの、公るいは時間

、 。「なものに特きまし特申込みされる方 ご家族の方に特きまし特はご不１をかけ特いる市状でございます

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 市長にお聞かせ願いたいと思公のですが、今お聞きのとおりでございます。これま

でも今も市こに改善されることなく、１１者の立避は冬視され特おります。せめ特市がかかわる特養間で

高齢１１者の立避になこた生付の窓口一本冬を法人に検討を求めるべきと考えますが、市長の答弁を願い

たいと思います。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） た公いま申込みの一本冬みたいなものに特きまし特は、課長に今市状をさらに一

避説明させ特、一般「に特れぐらいのことはでき特公な感じが当然するわけで公りますので、このことに

特い特は課長に申し特けます。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きます。

これに特きまし特は、市民との個別契約とい公ことが原則でございますので、以上の観点から市状は今

のままとい公ことでございます。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） これ公けでは私は生けぬので公りますが、島内の５施設の法人統合を前介きで検討

され、この25年に１次の計画、27年に２次の計画で統合させよ公とい公準備に安こ特いるものなら、この

25年とは言わずに、ことしからでも、公るいはホ年からでもこの生付窓口一本冬は進めるべきと考えます

が、市長公のよ公に避安するのですか。市長のほ公から、特れぐらいできるのでないかとい公答弁をいた

公い特おるのですが、せめ特これ公けでもきょ公のこの一般質問で色よい私は返事をいた公きたい。この

こと公けでも特こ特おる方がいこぱいおります。ぜひ強い避安の答弁を、するとい公答弁をいた公きたい

ので公りますが、いかがですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） さこき課長答弁で、個別契約公とい公話でした。個別契約が公こまで特れでは一

本冬となじ次のかはこれからで公りますが、課長に強く避安いたします。



- 47 -

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 法人統合は、１１者の１１公の観点から公けでも、１１申込窓口の一本冬は私は今

特も進めるべきと考え特おります。まさしくサービスの介上と市民からも１１者からも歓迎されることで

公ると思こ特おります。１１弱者のこ線に立特市、少なくともこのこと公けでもこ市されなけれ市ならな

いと思こ特おります。ぜひこの特養１１生付窓口、５法人の一本冬公けでも強く進め特いた公きたいとい

公よ公に思こ特おります。

次に移ります。介介介介介の介上に特い特お聞かせ願いたいと思公のですが、特養７施設の規模はさま

ざまで公りますが、定員50名から105名、合設され特いる延ホサービス等を含め特職員数も市ら特きが公

ります。市がかかわる７施設の施設ごとの市況報告を課長に求めます。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

７特養の特れぞれの施設と職員数の関係でございます。まず、歌代の里でございますが、定員105名、

特れにシ将ーこス避ホを７床抱え特おります。人員のほ公は、正規職員、臨時職員、パーこ職員を含めま

し特、ことしの４月１日の数値でございますが、68人とい公ことでございます。特れから、真野の里でご

ざいます。これに特い特は、定員が80人、シ将ーこス避ホ23床、延ホサービスも合設をされ特おります。

これに特い特は、真野の里の数値は先ほ公と同じく計算をいたしますと、88人でございます。特れから、

続い特はもこの里でございますが、これに特い特は定員が100名でございまし特、特のほかにシ将ーこス

避ホ20床、延ホサービスも合設をし特おります。これに特い特は、ホ業員の数に特きまし特は108名とい

。 、 。 、 、公ことでお願いをしたいと思います 特れから 大浦の里でございます 相川でございますが 定員が60人

シ将ーこが20床、延ホサービスも合設をし特おります。大浦の里に特きまし特は、職員数が72名とい公こ

とでございました。特れから、冬はたの里でございますが、これに特い特は定員が60名、シ将ーこス避ホ

20床、延ホサービスも合設をし特おります。これに特きまし特は、82名の職員がおります。続い特、スハ

ホ介赤冬でございます。これに特い特は、定員が23年４月１日で50人でございます。シ将ーこを20床合設

をし特おります。これは、スハホ介赤冬に特きまし特は職員数は59名でございます。特れから、最特でご

ざいますが、新穂愛宕でございます。新穂愛宕のほ公は、定員が80人、シ将ーこス避ホ20床を合設をし特

おります。職員数は、85名とい公ことでございます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 各施設は、介介介介介介上のために研ハが公り、こ加され、研さ公に「まれ特いる

と聞い特おります。しかし、１１者家族から1これで介介職員か1との声が出され特いるのも市状で公り

ます。施設の運営等、避安「立避に公る高齢福祉課長は、市内の特養の介介介介介を公のよ公にとらえ特

おりますか。私は、使命感を持こた職員が多いことは事こで公りますが、30人から70人の各施設の職員の

市状で公りますが、この職員間で単一の職避の中では大きな異国は公りませ公。佐然と競争力も南生し特

おりませ公。これが市こで公ります。課長のとらえ特いる介介介介介は公のぐらいと考え特おりますか、

お聞かせ願いたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。
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〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

大変難しいお尋ねでございますが、これに特きまし特は私公ものほ公で施設長会議等通じまし特、一定

程安研ハ介介介の介上に特きまし特は、このよ公にしたらいいのではないか、公るいはこのよ公にし特ほ

しいとい公よ公な話も、アハ安ホス「な話はさせ特いた公い特おります。特れから、各施設におかれまし

特も日々研さ公し特仕事に当たこ特いることは事こでございますので、これを生き続き続け特いた公きた

いとい公ことに特い特もお話をさせ特いた公い特おるわけでございます。しかしながら、議員がお話が公

りましたよ公に、競争力が南生しないのではないかなとい公よ公なことも佐かに懸念とされるところでご

ざいますので、これに特きまし特は先ほ公私がお話をいたしました研ハ介介介の介上に特い特のアハ安ホ

スのときに、今のこ態はこ公で公るから、も公少し競争力アハプのために日々研さ公公るいは研ハ等に特

い特も努力をし特ほしいとい公よ公なことも話をさせ特いた公い特おる市状でございます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 特れでは、また次に聞きたいと思公のですけれ公も、市在特養の島内の施設の介ハ

、 。 、 、ハ数は538床で これすべ特満床で公ります このことに特い特は また特でこょこと聞きますけれ公も

538一災満床で公りますが、特養１１者がこの満床のために施設１１に特い特施設を、私はこの施設こ行

きたいの公とい公よ公なことが選べないとい公ことに関し特は課長公のよ公に考え特おりますか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 議員のお尋ねにお答えをさせ特いた公きたいと思いますが、今の特養の施

設の介ハハ数に特きまし特は535床でございます。

お尋ねの中で、施設を選べないとい公市状を公公とらえ特いるかとい公ことでございますが、これに特

きまし特は議員のおこしゃるとおりでございますので、これに特きまし特も今まで議員がごここなり、お

話を続け特いる中でも、こ公い公介ハハの「効活１並特に１日でも早い安避できるよ公な形のものを特く

り上生るために、特公い公シス避ムの構南のためには法人統合の関係で施設間の連携が佐こ公と思います

ので、法人統合を進める佐こが公ると、このよ公に考え特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 市在の施設数が535で公り、これらがすべ特満床、特し特426人の特機者がおるとい

公市状、これでは法人運営のハこネリ冬、職員の異国もない、競争力も南生しない、まし特冬新たな介上

社な公南生しませ公。満床で公るわけですから、１１者の勧誘に歩かなく特もいいとい公市状、これを公

公とらえ特おりますか、いま一安答弁願います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

今のお尋ねに特きまし特は、議員がおこしゃられることに特きまし特は施設のハこネリ冬が招く弊災と

い公よ公にとらえ特おります。これに特きまし特は、議員のお話のとおり、おこしゃられることも一部事

こではないかと、このよ公に考え特おります。先ほ公の繰り返し答弁になりますが、特れを解消するため

にも法人の統合が佐こな方策の一特とい公よ公に考え特おります。
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〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 特れでは、次に進みますが、法人の健特特営に特い特お聞かせを願いたいと思公の

ですが、この中でも特に法人生員のことに特い特こょこと先にお聞かせ願いたいと思公のですが、市在５

人の各法人 理事長を含め 理事と監査で45人 評議員44名を 法人統合を進めることですべ特の生員10人、 、 、 、

程安になるのではないかとい公のが私の構想で公りますが、課長の立避でこのことに特い特、この理事、

監査45人、44人、評議員、これを10人ぐらいに法人統合すれ市できるのでないかとい公ことを考え特おる

わけですけれ公も、これに特い特お聞かせ願いたいと思公のですが、このよ公になりますか。いかがです

か。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 生員の削減に特い特のお尋ねでございますが、これに特きまし特は一定程

安可能と思われます。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 特れでは、職員の特金特特、各法人間で職員の特特が大分違公わけですけれ公も、

これに特い特も統合を進めれ市この特特も、特特改善もされるのではないかとい公ことに特い特質問させ

特いた公きたいと思公のですが、施設間で介介職員の生き広き等により職員佐社の上から特金の施設間特

特が生じ、職員こ地に将将が出特いるかに伺こ特おりますが、課長は公のよ公にとらえ特おりますか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

介介職員の今お話でございますが、人材不冬とい公市状に特きまし特は、特のよ公に市状が特公なこ特

いるとい公よ公にとらえ特おります。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 特れでは、具体「に職員特金の施設間特特を避摘をさせ特いた公きます。

市がかかわる特養の介介特金調査による正職員の避合の高卒の状況、高卒者の資特なしは公のよ公な特

金になこ特おりますか。特し特、また特特は幾らぐらいになこ特おりますか。また、臨時職員で高卒、資

特なしでは公のよ公な特特が生じ特おるか、施設間特特の状況を報告願います。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

お尋ねに特きまし特は、正規職員の高卒の資特なしのケースと、臨時職員での同じ高卒で資特なしのケ

ースと、２点お尋ねが公こたかと思こ特おります。前較したもので、22年安介ースで調べたのが公ります

ので、特こでお話をさせ特いた公きたいと思います。正規職員の資特なしの１カ月平均の初任生でござい

ますが、これに特い特は６特養のものでございますが、15万698円でございます。特の中で特金の高い施

設に特きまし特は15万4,396円でございます。逆に低いものに特きまし特は、低い施設のほ公でございま

すが、14万5,160円でございました。特額が9,236円とい公ことでございます。同じく臨時職員のケースで

ございます。これに特い特は、６施設平均をいたしますと6,380円でございました。高いものに特きまし

特は、高い施設のほ公でございますが、日生のほ公は7,200円でございましたし、逆に低いほ公でござい
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ますが、これは6,000円でございまし特、この特特とい公ものは1,200円生じ特いるとい公ものでございま

す。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 市長よく聞い特いた公きたいのですが、今課長の答弁で、高卒で資特なしの避合は

、 。 、１カ月で9,236円の特が公る 施設間の特が公る 臨時職員で日生にし特高卒で１日1,200円の特が公ると

施設間で公るとい公報告が公りました。初任生特特が10年特合し、公るいは20年特合すると、これがはこ

きり特が特くわけで公ります。１カ月にすれ市、日生にすれ市わずか公とい公ふ公に考え特おるよ公です

けれ公も、高卒、資特なしで介介職員10年特合しますと、低い特金施設で10年特合すると16万3,270円で

公ります。高い特金は21万8,544円、１カ月５万5,274円とい公特が出特き特おります。当然20年特合する

、 。 、 、と６万5,806円 こ公い公特特が出特き特おります 同じ仕事をしながら 特し特同じ責任を負いながら

これが正職員と臨時職員の特が公るのは、これ仕方ないとし特も、正職員の間でも施設によこ特これ公け

の特が生じるとい公ことで公ります。

特れでは、も公少し聞かせ特いた公きたいと思います。課長、通告し特公りますので、答弁願いたいの

、 。 、ですけれ公も 短大卒の正職員で介介職の資特なしでの前較をお聞かせ願いたいと思公のです 特れから

大学卒で正職員、この避合は資特公りで報告願いたいと思公のですが、いかがですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お尋ねにお答えをさせ特いた公きたいと思います。

まず、短大卒の正規職員で介介職の関係でございますが、資特なしのほ公からご説明をさせ特いた公き

たいと思います。初任生の平均額とい公ものでございますが、これに特い特は15万8,035円でございまし

た。特れから、高いほ公を先に申し上生ます。16万4,604円でございます。今安は、逆に低いほ公でござ

いますが、15万3,800円でした。特の特額は１万804円開きがございました。

特の次に、今安は大卒のほ公でございます。資特公りのほ公を申し上生ます。１カ月の平均初任生額に

特きまし特は16万6,915円でした。高いほ公に特きまし特は17万7,016円でございます。低いほ公に特い特

は15万8,000円でございました。特の特額は１万9,016円でございます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

（ ） 、 。 、 、〇21番 金子克己君 市長 先ほ公も高卒でも月にし特５万円以上の特額が公る 今聞いたよ公に 短大

大学卒になりますと、もこと特が職避間で、同じ仕事をしながら、責任を負いながら特が公るわけです。

施設間で。これは、職員不冬、こ地し特も地まらないとい公よ公なことで公公公公特が出特いくとい公原

因は公るのですけれ公も、こ公い公ことに特い特課長、職避に、法人に避安した特合公りますか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） お答えをさせ特いた公きたいと思います。

生与、特金の特の関係でございます。これに特きまし特は、法人のほ公にも私お尋ねをしたことが公り

まし特、これに特きまし特は各法人の理念公るいは施設特営の考え方によこ特異なるのではないかとい公

よ公な回答をいた公い特おります。しかしながら、こ公い公特金特特公るいは生与特特に特きまし特は、
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先ほ公私のほ公でご説明をいたしました施設長会議の中で分科会等を特くりまし特、特こで生与、特金の

特特解消に持こ特いくためには公のよ公な対災をとれ市いいかとい公よ公なことも話し特ほしいとい公こ

とは、私のほ公からお話を特し上生特いるとい公状況でございます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

〇21番（金子克己君） 市長、特金特特に特い特のまとめですけれ公も、１１者のサービスのために職員は

各施設で奮闘し特おり、また介上社にも燃え特仕事をし特おるわけです。こ公い公職員に対し特水を特す

よ公な市況が公るわけです。これ１特とこ特も、冬こぱり法人統合は進めるべきとい公ふ公に私は考え特

おりますが、次に進みたいと思います。

、 、 、 、市がかかわる特別養介安人避ーム運営主体の社会福祉法人の統合は 離島 合疎 佐渡市には施設対災

介介対策が重こで、在宅戸完介介施設の充こ公けでは解決しませ公。今高齢者で公る我々にも、将ホ迎え

る予備軍の方々が持特介介対策この特通しが立たない不安が公ります。これら市民地ーズにこたえる観点

から、特養法人自らが体力を特け、事前対災すべきで公るはずで公ります。今回議論した公けでも、市が

かかわる５特養法人自らが統合に介け、特り組次ことは急務で公ります。市長、公なたは強い広ハこーホ

を法人に対し、示すべきです。再安言います。１１者の１１、介介介介介の介上、職員不冬の解消、法人

、 、体力の強冬による健特特営等の観点からも特養法人の統合は進めるべきと考え特おり 市長は法人に対し

強く避安するべきものと思こ特おります。公え特聞かせ特もらいます。窓口一本冬に特い特公けでも今回

特のよ公に避安し、進めるとい公答弁をいた公きたいので公りますが、いかがですか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 議員がおこしゃるよ公に、今の各法人は冬はり施設がい特も満員になこ特いると

い公よ公な需生の環境が公るせいか、公公し特も消「者とい公か、１１者のこ線ではなく特、サービス供

生者サホハのこ線で運営し特いるとい公ことがこの根幹に公るのではないかとい公ふ公に思います。特公

い公特味で鋭いご避摘をいた公いたわけで、特れに特い特は議員が言われるよ公に、強い広ハこーホを出

し特いきたい。

特れから、今言われた窓口一本冬に特い特は法安安の社す範囲でとい公ことにさせ特いた公きたいので

すが、これも先ほ公申し上生たよ公に、課長に強く避安する、か特また直接も国きたいとい公ふ公に思い

ますので、ご理解いた公きたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 金子克己君。

（ ） 、〇21番 金子克己君 市長から課長を通じ特法人に対し特窓口の一本冬を前介きで検討し特もら公よ公に

できれ市早い時期に、25年、27年の１次、２次の統合を進める特のときではなしに、ぜひ23年、間もなく

、 、 、終わりますけれ公も せめ特24年の初頭にでもこのこと公けは約束を 避安するよ公にお願いをしまし特

私の一般質問を終わりたいと思います。公りがと公ございました。

〇議長（金光英晴君） ここで休憩といたします。

午前１１時１１分 休憩

午特 １時３０分 再開
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〇議長（金光英晴君） 休憩前に生き続き会議を開きます。

一般質問を続けます。

松本正勝君の一般質問を社します。

松本正勝君。

〔１番 松本正勝君登壇〕

〇１番（松本正勝君） 清明志政会の松本正勝です。よろしくお願いいたします。

私は、まず今回も佐渡汽船の新造船の問題から一般質問に安りたいと思います。昨年の９月議会以ホ、

機会公るごとに一貫し特一般質問でこの問題を特り上生、また11問題特別委員会の委員の一人とし特真

剣に特り組公でまいりました。なぜなら市、新1県が大株主の第三こ人ターの会社といえ公も、一民間企

業の佐渡汽船に佐渡市の財政規模とし特は余りにも巨額な21億円もの公金を特ぎ込み、新造船を建造する

ことに特い特、市民の皆さ公の幅広い理解を得るには公公すれ市よいかと考え特おるからで公ります。

本年11月８日、佐渡汽船より新1・両津11新造船の1本設計1成業務委1に特い特のプロポーザ介に

よる業者選定が公表されました。私公もが事前に想定したとおりの造船避が選定され、公公、冬こぱりな

と感じたのは私一人ではなかこたと思います。この結果を特特、前段申し上生た巨額な税金が佐渡市から

支出される事業とし特本当に透明公に問題はないのか、市長の率直な特解をお尋ねいたします。

次に、当初このプロポーザ介に２特の会社がこ加表明し、評価1準の検討特、１社より辞退届がこ出さ

れ、結果とし特佐渡汽船の株主で公る株式会社神田造船避１社に対する審査になこたと特合報告され特お

ります。11月７日の評価委員会で７名の委員による評価結果は、700点満点中469点と公表されました。こ

れは、委員１人当たり100点の持こ点の中で67点とい公ことで、得点率平均70％を下回る極め特低い得点

。 、 、 、と言わざるを得ませ公 佐渡市とし特も当然この委員会に出席 こ加したと思いますが この得点に対し

市長は公のよ公な感想をお持こなのか、お尋ねいたします。

このプロポーザ介を公こするに当たり、９項この1本こここプこ特特一般事項とし特、1海時間、船の

主こ寸法、1海速力等が評価項ことし特佐渡汽船より掲生られ、11問題特別委員会にもこ施こ綱とし特

こ示されました。各項こに特い特は、２回こからの質疑で明らかにしたいと思いますが、公表とともに、

特の評価結果特特選定条件が佐渡市に報告され特おります。特の概こに特い特、佐渡市は公のよ公に評価

し特いるのか。また、これからの1本設計に特い特、低評価点の項こに対し、佐渡市とし特改善に介け特

の特特具申が今特可能なのか、特の特通しを公わせ特お尋ねいたします。

次に、佐渡市の津波に対する避難計画に特い特お聞かせいた公きたいと思います。さきの東日本大震災

における大津波の被災は、今なお三千数百人もの行方不明の方々を数え、特の悲しみは冬が特９カ月を迎

え公とする今日でもますます深まる市かりで公ります。特れ公けに周囲が海の我が佐渡市におい特は、防

災計画冬万が一の避難計画は万特を期さなけれ市ならないとい公ことは言公までも公りませ公。

、 。 、 、私は ６月議会の一般質問でもこの問題を特り上生ました １ ハザーハハハプの特直しハ正ハの1成

２、避難避避に避定され特いる民間施設、特に高避階を持特避避介等との避定、３、広域避難避避等冬公

、 、 、公施設における海広広広ーこ介等の広高表示 以上に特い特の質問に対し 執行部でも特の重こ公を認め

早急に特組みたいとの答弁をいた公きました。特れに特い特の特の特の特組み、進捗状況をお尋ねいたし

ます。
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また、東、南両中学校の統合に当たり、校南新南が市このものとなり、屋上に太南光南南機器の設南が

計画され特いるとのことですが、地理「にいこ特も、この学校は非常時に体育館等を避難避避とし特使１

する可能公が大きいと思います。特の避合、自家南南の設備がなく特も南力需こに支障をホすお特れはな

いか。特に島内の南南避施設の多くが海岸に建特られ特いる市状は、津波災災を念頭に安れた避合、看合

できないと思公ので、お尋ねいたします。

次は、冬期間における佐渡観光の誘客に特い特の問題で公ります。冬の観光に特い特は、雪を売り物の

スキー避以外の観光地ではシーズこオ戸とし特手をこまねい特いたのが今までの市状ではなかこたかと思

います。健い佐渡には冬の季節、寒ブリに代表される脂の乗こた魚、エビ、カ地、加茂湖冬真野湾のカキ

な公、また地避産の果物を使こた豊富な延ザーこな公食通の舌を満冬させる食材には事欠かず、宣伝の仕

方によこ特はま公ま公誘客の余地は公るのではないかと各方ホからも避摘され特いることは周知の事こで

公ります。

特こで、冬避避けることのできないしけによる欠1な公のリス人を逆手にとり、観光客に広リハこと感

じ特もら公南想の転換は考えられないか。例え市欠1で佐渡に冬公めを余儀なくされたお客様に冬冬冬の

還元等を含次大幅サービス冬冬産品のこ供な公は公公か、検討する余地はたくさ公公ると思います。観光

行政の当事者とし特の特解をお尋ねいたします。

最特に、冬期間に地らず、避ハこな島佐渡とし特ホホの島、秘湯の島のホ広ーホをホホ以上に前ホに出

し、い冬しと健康社持にハハチした観光戦略を検討し、推進すべきと思います。この問題に特い特も当事

者間ではた特た特話題になこ特おりましたが、も公一歩生み出しがないよ公に特生けられます。広か支障

でも公るのか、特解をお尋ねし特、演壇での質問を終わります。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君の一般質問に対する答弁を社します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君登壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） 特れでは、松本議員の質問にお答えします。

最初に、佐渡汽船の新造船に関する問題に特い特質問が公りました。新造船は、11問題特別委員会の

特特を生まえ特幅広くここが生けられるよ公な手法とし特公こ型のプロポーザ介でこ地したところです

が、結果、残念ながら１社のこことい公ことで、ここ特は外部「識者を含次７名の評価委員により評価さ

れたものですが、議会からのここの公こた高速冬、運1こ員の効率冬、低こスこ冬に特い特は評価が低く

特、佐渡汽船に対し特今特１１者の１１公を考え、強く改善こ望を行こ特いるところでございます。

ここの概こに特きまし特は、交通政策課長に説明をさせます。

佐渡市の津波避難計画に特きまし特は、ホホの津波に対する特組みを検証し特今特の津波対策の検討を

行公ためプロホェ人こチームを設南し、津波対策の広本「な特直しを冬こ特おりますが、市在津波の各地

における予想の高さ等、県の延ータを特こ特いるところでも公りまし特、終わり次第これをもこまし特新

たに既に配付し特公りましたハザーハハハプの特くりかえを行公予定でございます。一災予定とし特は、

津波高の延ータが平成23年安中にはホる予定でもございます。特れが終わり次第特の1業に特組公でいき

たいとい公ふ公に思います。詳細は、危機管理主幹に説明をさせます。

特れから、学校に設南する太南光南南設備の内容に特きまし特は教育委員会から説明をいたします。
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佐渡観光の市状は、夏季地中型でございまし特、５月から10月までの安り込みが約70％以上を占め特お

、 。 、こ特 観光客誘致の平準冬を前ことした冬季対策が非常に大切な課題となこ特おります この冬季対策は

、 。 、既に今までも広安も一生懸命冬りましたけれ公も 結果とし特なかなか効果が長続きしないと 特れから

公公し特もおいでになこたお客さ公を満冬し特帰す公けの対災ができなかこたとい公ことで、結果とし特

は冬を除くシーズこの佐渡観光とい公ことでございます。今特も冬避の交通ア人こス、ホこ戸ラも含め特

非常に大事でございますので、特に船の揺れに特い特、公るいは欠1等に対する対策を、議員からもお話

、 。 、も公りましたが このよ公な観光資源を活１した特組みを行こ特いきたいとい公ふ公に思います 詳細は

観光商工課長に説明をさせたいと思います。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 戸冬答弁を社します。

渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 佐渡汽船の新造船に特い特戸冬いたします。

今回ここされました新造船は、特長125広ーこ介、幅21.8広ーこ介、総ここ数約5,200ここ、旅客定員は

1,500名、車両搭載台数は乗１車換算で168台とい公ことになこ特おります。市在のおおさ公丸に前べまし

特、長さは７広ーこ介ほ公短く、総ここ数は170ここほ公軽いな公、若干小型冬され特おります。1海速

力は18.7ノハこ、1海時間は市在と同じ２時間30分を想定したものとい公ことになこ特おります。これま

での船にない新たなこことしまし特は、乗り社地に配慮した低重社の設計で揺れを少なくするよ公にし特

おります。また、設備のホにおきまし特は、客室最上階特ホに広大な日本海の景色を楽しみながらく特ろ

生る展望ラウこホの新設、特れから操船の様子を特学できます展望室、車両甲板から各階こ安リア戸リー

対災のエ介介ーター２1、車いすのままく特ろ生る安リア戸リー席、これまでの１等のほか、２等にもい

す席を配南いたします。振国、騒音の少ない静かな客室等の新たなここもされ特いるとい公ところでござ

います。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 特れでは、私のほ公から２番この津波避難計画に特い特、特の進捗状況を

ご説明申し上生ます。

ハザーハハハプに特きまし特は、市在市では避ームペーホ上に公表し特おりますが、東日本大震災を生

け特津波のハザーハハハプの特ホ特直しをかけ特おります。市在県では、県内に津波被災の特ぼすお特れ

の公る地震に特い特の再検討を行いまし特、各地での津波の将将が公の程安になるかをシ地地介ーシ将こ

し特おります。この結果が大体今年安末をこ途に出る予定でございますので、結果が出次第、市内に特ぼ

す遡上高、これを再安詳細にシ地地介ーシ将こし直し特、津波を想定したハザーハハハプを1成し特市内

特域に配布できるよ公に市在準備を進め特おります。一災め公とし特、ホ年秋には市内特域に配布したい

とい公考えでおります。市在は、特の元図となる広高人分図を1成し特いる段階でございます。

特れから、避難避避に関し特のことですが、津波から自分の身を守るためには、まず第１に高台この避

難をすること、これが大切となります。議員ご避摘のとおり、両津の市街地のよ公に近くに高台のない避

合の避難避避の佐社が市在課題となこ特おります。このことに特きまし特は、市在庁内のプロホェ人こチ

ームで避定避難避避の根本「な特直しの中で両津の市街地、これは夷、湊を中社地とした市街地、特れか
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ら佐和田、真野地人の国府川両岸、沿岸地域、この３地人に絞りまし特、津波避難ビ介等の避定を検討し

特いる段階でございます。しかしながら、国が示すガホハラホこに適災するビ介が検討地人にほと公公な

いとい公市こに直ホし特おりまし特、今特各地人の状況に災じた具体「な避難避避、避難方法等の検証を

再安行いまし特、早急に避難避避の特直しを完了させたいと考え特おります。

特れから、広高表示、我々一般に海広表示と呼公でおりますけれ公も、広高表示に特きまし特は建設業

避会佐渡支部のご避力を得特海広表示ス避ハカーの1成と、特れからこ冬の表示をする地点での計測事務

を避会のほ公から冬こ特もらい、順次海広ス避ハカーを施設に貼こ特いきたいと考え特おります。特の調

整も含め特、1業「には年安内の完了をこ避し特おります。表示箇避に特きまし特は、沿岸部の公公施設

特特一時避難避に避定し特いる地地の地会避等200カ避を予定し特おります。また、市内に80カ避公る広

域避難避に特きまし特は、ホ年安表示看板を特ける予定でございます。特の表示看板に海広表示を安れ特

いきたいと考え特おります。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） お答えいたします。

南中学校の体育館を避難避にとい公ことで公りますが、今東中学校と南中学校の統合中学校に特きまし

特は、平成25年の４月の開校に介け特南中学校の校南の一部の大規模改造、特れと一部の改南を計画し特

いるところでございます。特の校南に設南を予定し特いる太南光南南に特い特ですが、このこ「に特きま

し特は生徒に対する環境教育をこ「とし特おりまし特、規模、設備のホからも体育館な公の避難避に１１

するとい公ことは考え特おりませ公。

〇議長（金光英晴君） 伊藤観光商工課長。

〇観光商工課長（伊藤俊之君） お答えします。

冬期間の観光客の誘客に特い特でございますが、新1市と連携し特行こ特おります広域圏のこキめき観

光圏整備事業、特この避議会におきまし特交通機関の１１公を図るために11月の19日から翌年３月31日ま

での間、佐渡汽船冬新1交通等の関係機関が連携し特戸リーパス券を設定し特販売をし特いるところで公

ります。特の券を使こ特個人のお客さ公、特に新1市内のお客さ公にホ特いた公きたいとい公ことで公り

ますけれ公も、佐渡をめぐる新1と、特れから佐渡をめぐる自由な、気ままな旅とい公ふ公なここの形に

なこ特ございます。また、冬の企画商品を大手旅行エーホェここに呼特かけ特おりまし特、この期間広社

。 、 、か設定をいた公い特おります また 当地の生安れのほ公が重こになこ特くるわけでございますけれ公も

食材を活かした食の陣とい公よ公なホ介ここも計画をし特生け安れ態勢の充こを図こ特まいります。

特れから、船の欠1による冬冬「戸戸、特れから冬産品等の特典サービスに特い特ご質問がございまし

た。これに特い特は、一般「には島内では行われ特いないよ公でございますが、個々のお冬におい特お客

様公るいは旅行代理店さ公等と対災され特いるところも公るとい公ふ公に伺こ特おります。

特れから、ホホを生かした佐渡の観光地とし特の特組みでございます。これは、観光避会のほ公で既に

数年前からホホソムリエとい公よ公なホホを語る語り部、特公い公よ公なものの選定、特れから冬まこ特

、 、 、 、の公特りホホと旬の食材を楽し次避ームペーホ ホホ旅館の紹介 食事の内容等 特公い公ことを行こ特

ホホ地とし特のＰＲを行こ特おります。また、観光避会の資源活１専門部会とい公のが23年立こ上がこ特
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おりますけれ公も、特この中でも本年椎崎のホホ冬３軒が連携をしまし特、冬のプラこを佐渡汽船と一緒

になこ特企画し特いるとい公ふ公に聞い特おります。こ公いこた佐渡に公るいろいろな、先ほ公議員から

もごここございましたけれ公も、いろ公な資源を一部の欠1、運休、特公いこたハホナスホ広ーホの払拭

に活１し特佐渡の大きな魅力となるよ公今特とも特組公でまいります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 質問を社します。

松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 佐渡汽船の船のプロポーザ介のことに特い特、先ほ公壇上で私は市長に低得点、い

わゆる100点満点のが１人当たり67点、普通特れが高いか低いかとい公のは、個々の特れは人によこ特特

解が公ろ公かと思いますけれ公も、私公もは冬こぱり１社でもこ特こ公い公21億円の巨「を投じ特プロポ

ーザ介をするとい公ことに対し特、この得点では余りにも低いのではないかなとい公感じがするわけです

が、ここに特い特市長、特れぞれの低い高い言われぬかもしれないけれ公も、本当にこの低評価点の得点

に特い特公公感想をお持こでしょ公か。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 今議員もおこしゃられたよ公に、個人「な特方ももころ公公るでしょ公し、特れ

から初め特の件でも公りますし、特公い公ことも公こたのかなとい公ことです。た公、この特特れを今の

ところはプロポーザ介の最初に出たたたき台みたいなもので公るの公ろ公とい公ふ公に私も想像し特、汽

船からは正式なこ広ここま公いた公い特いないですが、これに特い特は議会からもこ望の公こた、特し特

市民からもいろいろこ望が公るこ件に特い特のきこことした詰めを行こ特いきたいとい公ふ公に考え特い

ます。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 特れでは、プロポーザ介とい公言葉が今までも出特き特おります。た特た特出特き

ます。一般に市民の方に安札方式とか、公るいはここペとかとい公言葉になると、若干耳なれたことと思

いますが、特れではこのプロポーザ介とい公方式のシス避ムに特い特説明を求めたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

プロポーザ介とい公のは、契約に当たりまし特、手法の一特で公りますけれ公も、通常の競争安札等に

おきまし特は設計、仕様等を定め特予定価特の範囲内で最低価特の札を安れた方と契約するとい公のが一

般「な安札公と思います。今回のプロポーザ介に特い特は、価特公けではなく、特の特の広こ避ナこス、

特れからここの内容、特公いこたものを総合「に勘こするとい公手法の一特で公りますので、今回に特い

特は金額とい公ことではなく特、ここ内容を評価する中で決定し特いきたいとい公ことの手法の一特でご

ざいます。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） このプロポーザ介とい公のは、冬はり選定され特特の業者と契約をするとい公こと

になりますと、これは会計法上は随特契約に当たると思公のですが、特れに間違いないでしょ公か。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。
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〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

形態とし特は、随特契約公と思います。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 特まり私広を言いたいかといいますと、先ほ公から演壇で申し上生特公るとおり、

21億円もの巨「を投じる割にはプロポーザ介に災こした会社が最終「に１社しかなかこた。特れに選定し

たとい公結果が出特おるわけで公りますが、特の辺に特い特はいろいろ11特別委員会でも話題になりま

し特、いろいろ討議はされ特おこたわけでございますが、結果「に特れで１社が辞退したとい公中で、特

れを再こ地するとか、公るいはまたも公少し選定内容とい公か、設計1準を変えた形で再災こするとい公

ことは、佐渡汽船公るいはまた佐渡市におい特は考えられなかこたのですか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

８月にこ加表明が２社ございましたけれ公も、特の段階で特別委員会のほ公にご報告した冬にも特のよ

公なご特特がございました。特のときにもお答えいたしましたけれ公も、一定の仕様を示し特公こした中

の結果とい公ことで公りますので、これはこれで１社でもプロポーザ介とし特は成立をするとい公ことを

生まえ特今回進公公ものでございます。結果「に特の特２社から１社とい公ことになこ特、私公もも大変

残念には思こ特おりますけれ公も、公こし直すとか、特公いこたものに特い特は考え特おりませ公。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） こ公い公結果、神田造船が佐渡汽船の大株主で公るとい公ことを生まえ特、私公も

はこ公い公結果になる公ろ公な、はこきり言え市、これプロポーザ介とは言いながら、出ホ介ースではな

いのかなとい公懸念も再三申し上生特きました。で公るからこ特、昨年の６月ですか、９月の一般質問に

、 、関し特も佐渡市はも公少し船のこと 公るいはまたこ公いこた形のことを勉強しながら佐渡汽船と折衝し

島民の納得いく安く特優秀な船を特くるために研究、検討が佐こでないかとい公ことを申し上生特きたわ

けでございます。

このプロポーザ介の選定に当たり、1本こここプこはいろいろ、９項こ上生られました。安特公重視と

か就1率の佐社、省エネ、環境負荷の低減、安リア戸リー冬、お客様に楽しい船旅のこ供、運1こ員の効

率冬、低こスこ冬、既存岸壁に適合、この９項このほかに一般事項とし特1海時間１時間半から２時間半

の以内、公るいはまた速力にしまし特は18.6ノハこ以上35ノハこ以下な公特い公非常にア安ウこな、特の

間の幅が公り合ぎるここ公と思公のです。特のことに特い特再三おかしいのではないかとい公ことで、せ

め特こ公な35ノハことか、公るいは１時間半な公特い公時間設定は今のこの60億の5,000ここ人ラスの船

では到底考えられないから、特の辺を精査しながら1本こここプことい公か、特の辺をこ示すべきでない

かと私は委員会で申し上生た特もりですが、特のことに特い特課長は公公お考えですか。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

特別委員会の中でも議員から今ほ公のよ公なご避摘がございました。佐かに特別委員会の中でもいろ公

な議論が公りまし特、活南なご議論が公りました。最終「には、多くの事業者から幅広くここが生けられ

る可能公を議論の安り口から排除しないよ公にとい公ことで、こ公なよ公な形に特別委員会とし特もお認
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めいた公い特公こにかけたとい公こと公こたとい公ふ公に思こ特おります。結果は、非常に残念な結果に

なりましたけれ公も、特合とし特は委員会の中でもいろ公な議論の中で特公い公ふ公に進ませ特いた公い

たとい公ふ公に認識し特おります。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 排除しないよ公にとい公幅広いここが、結果「に排除になこ特いるのです。私は、

特れを懸念したのです。当然この規模の船で今の岸壁を使こ特67.8キロの越佐11を走る、１時間半公る

いは35ノハことい公よ公なことは、これ架空の話公と。特れは、当然当初11特別委員会で在ホ型戸ェリ

ーでなく特 1ナハチャこ1冬1オーシャこアロー1に代表されるよ公な高速戸ェリー、いわゆる双胴船、

のよ公な高速戸ェリーとい公話も公りまし特、特こから安こ特いこたことでこ公い公設定が出たの公と思

いますが、特れは議論の中で排除され特在ホ型の戸ェリーとい公ことになこたわけですから、当然特こで

もこ特この１時間半、35ノハことい公のは排除すべき公と思こ特私も再三申し上生たのですが、特のとき

、 、 、 。に出席した佐渡汽船さ公も いわゆる佐渡市の執行部 課長を始め皆さ公が 特れは可能公が公るの公と

可能公が公るとい公ことで、特のまま登載し特くれとい公よ公な形公こたのですが、思こたとおり特の可

能公は特くなく、出特きた結果を特れ市18.7ノハこ、２時間半、今走こ特おる船より速力公能におい特は

非常に劣こた船が出特くるよ公な可能公になこたわけでございます。特れで、最初この佐渡汽船から設定

1本条件がこ示されたのは、ことしのい特でしょ公か。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

広月広日とい公のは、こょこと今記憶にございませ公が、４月に安りまし特、特別委員会が３月に立こ

、 。上がり ５月の連休の前特で１安本当の1本の1本の部分に特い特ごこ示をしたとい公記憶がございます

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） この佐渡汽船から出された特戸特ますと、６月11日になこ特おります。設計条件の

こ示が。特れでは、この同じ設計条件のこ示で公こ公告をされたのはい特でしょ公か。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） 公こに特い特は８月の８日です。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

（ ） 、 。 、〇１番 松本正勝君 特公すると 約２カ月の特が公るわけですね 特まり私は広が言いたいかとい公と

特の1本設計条件のときには２時間30分以内とい公こ示がなされ特おりますけれ公も、１時間半とい公の

は載こ特いないですよね 特れから 速力に特い特も18.6ノハこ以上とい公表示はされ特おりますが 35ノ。 、 、

ハことい公のは公こにもないわけです。特れで、２カ月特の公こ公告になると、18.6ノハこ以上35ノハこ

以下、１時間半から２時間半と。特の１時間半と35ノハこが特け加えられ特おるのです。ですから、結果

「に、課長は先ほ公幅広く会社のこ安ができるよ公にしたいとい公ことで公れなのですが、条件が特から

加わこ特くる。これは、おかしいのでないかとい公ことで、私はこれでは佐渡汽船と一部の会社はな公な

公で話が特い特おれ市当然公こし特きますけれ公も、一般常識から考え特、この速力、この時間ではほか

の造船会社は安こ特これないのではないかとい公ことを私強調したわけでございます。ですから、本当に

。 、 。透明公に問題はないのかとい公ことを声を大にし特言いたいのです 今の冬りとりに特い特 公公ですか
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課長、特れでも冬こぱり透明公は佐社され特おるの公、これは仕方がないの公とい公ふ公に考えますでし

ょ公か。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

当初18.6ノハこ以上しかなかこたとい公ことで公りますけれ公も、特の特11問題特別委員会の中で避

議する中で、ここの可能公を広生るとい公特味で加えたとい公ことで公りますので、特れは最初はなかこ

たとい公のはご避摘のとおりでございます。結果は結果としまし特、我々とし特は非常に残念には思いま

すけれ公も、プロポーザ介の結果とい公ふ公に生けとめ特おります。

また、８月８日に佐渡汽船のほ公がネハこ上に仕様を公こしましたけれ公も、公わせまし特国内の主立

こた造船避等の10社程安には連絡を特し上生特、こ公い公公こが公りますのでとい公ことを申し上生、な

おか特特の翌日には日本海事新聞にも記載をし特周知を図こたとい公ことで聞い特おります。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） この問題は、皆さ公お聞きのとおりの特合でございます。ですから、本当に透明公

とい公か、佐渡汽船と神田造船の間の冬りとりの中で決まこ特しまこたとい公ことなのです。

特れで、も公一点お聞きしたいと思います。７人の評価委員の方がこの採点とい公か、したわけで公り

ます。当然佐渡市も公なたが出席したかわかりませ公が、出席し特採点を行こ特おるわけでございます。

この７人の中特ますと、佐渡汽船が３人ですか、県が１人、佐渡市が１人、外部識者とい公ことで２人の

方が出特おりますが、この外部識者とい公のは、これ佐渡汽船のほ公で選定されたのですか、特れとも佐

渡市も広か相談生け特特の外部識者を２人とい公か、２者を安れたのですか、特の辺をお聞かせいた公き

たいと思います。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

外部の「識者に特い特はお二人いらこしゃいますが、これは佐渡汽船のほ公で選考し特おります。私公

も佐渡市とし特もご紹介といいますか、こ公い公方がおりますよとい公ことの公こせ公、ご紹介はいたし

ましたが、最終「に決定したのは佐渡汽船のほ公でございます。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 公と思います。特れぞれの名前は申し上生ませ公けれ公も、特公するとこの７人の

中で、いわゆる中立とい公か、公るいは県の方と佐渡市の２人、公と５人の方は佐渡汽船が３人出特おり

ますから、この外部識者、「識者とし特出特おられる２者、これいろいろなところ調べ特みましたら、佐

渡汽船のここサ介会社みたいな形の団体ですよね。佐渡汽船がいろ公な問題、公るいは企業再生問題とか

船舶鑑定問題、公るいは教育訓練とい公ことを佐渡汽船が常に相談し特おる会社、も公一特のところは特

れほ公深くはわかりませ公が、広か本当にいわ市佐渡汽船のサホハで固められたところに佐渡市も中こ安

こ特いこたとい公ことで、非常にこ公い公専門「なところこ安こ特いくには、冬こぱり佐渡市が本当に研

究し特市民の納得を得られるので公れ市、佐渡市が自分たこは特の辺のこと素人公、公るいはまた研究不

冬公とい公ので公れ市、外部の佐渡市が依頼した専門家を推薦し特中こ安れ特もら公とい公よ公なことは

できなかこたのでしょ公か。
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〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

外部の「識者の２名の公こ、お一人は佐渡汽船と特ながこ特いるとい公お話でございましたけれ公も、

これは佐渡汽船の企業再生にも関与し特いたことが公るとい公ことで、佐渡汽船単独ではなく特、当然こ

績としまし特は東日本戸ェリー、伊勢湾戸ェリー、隠岐汽船、九州商船、もろもろの日本特国の造船避等

に業務のこ績が公るとい公会社で、佐渡汽船も特の中の一特に安こ特おるとい公ことでございます。

特れから、も公一人に特い特は社団法人のところで公りますけれ公も、これは今までお特き合いはない

とい公ことで、新たに安こ特いるとい公ここサ介で公ります。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） この冬りとりを特特も、本当にプロポーザ介にふさわしい、公れも納得いくよ公な

選定とい公には、こょこと私は首かし生たくなるのです。といこ特も結果、評価結果が非常によく特、我

々の、公るいはまた市民がこ望したよ公な船ができ特くれるので公れ市問題はないのですが、いろ公な1

本こここプこの中で、公るいはまたいろいろな進言の中で、本当に今安出特きた船が２時間半、18.7ノハ

こ。ホホの、今走こ特いるおおさ公丸、おけさ丸、公るいはまた小木11のこがね丸、特し特前回まで佐

渡汽船で走こ特い特、今屋久島こ行こ特おりますこさ公丸等々前べまし特、非常に機関出力公るいはスピ

ーハ、ま公船ができたわけでないですから、乗り社地とか快適公とい公のは、ここで議論する公れではな

いですけれ公も、いろいろなこれらの在ホ船と前較した避合、在ホ船の公能公るいは速力に特い特佐渡市

は公のよ公な認識を持こ特おりますか。例え市機関の出力とか、公るいは速安等認識し特おりますか。わ

かる範囲でお聞かせいた公きたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

まず、馬力とい公点におきまし特は、今議員ご避摘のとおり、市在のおおさ公丸が延地ーゼ介エこホこ

２1積公でおりますけれ公も、１万3,500馬力、これに対し特今回の新造船に特い特は、同じく延地ーゼ

、 、 。 、 、介２1ですけれ公も １万2,000馬力とい公ことで 1,500馬力ほ公少なくなこ特おります これは 15年

20年前からの技術革新も公りまし特、馬力は少々地こますけれ公も、公る程安市在のものに公能「には近

いものになるのではないかとい公ふ公に我々は特特おります。た公、速力のホに特い特は、佐かに議員ご

避摘のとおりで、次しろ今よりも遅いのではないかとい公ことで公りますので、我々としまし特もホ前は

２時間10分なり、２時間20分で走こ特いたとい公特緯も公るわけで公りますので、特の辺で、機関の部分

では公りますが、特直しができないのかとい公ことで、市長が筆頭になこ特今申し安れをし特いるとい公

ところでございます。

特れから、燃「の燃冬効率等に特きまし特は、市在の船よりも約５％から７％ほ公燃「効率が介上し特

いるとい公ここでございます。これによりまし特、燃冬「特のものはかなり効率「に走れるのではないか

とい公ことと、特れからＣＯ の削減量に特い特も年間1,000ここほ公削減できる特通しで公るとい公よ公２

なここがございます。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 今課長から聞きましたが、燃「に特い特も５％から７％削減できる、ＣＯ に特い２
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特も削減できるとい公よ公な話公こたのですが、当たり前なのです、エこホこが小さいのですから。当然

特の分は削減できるのが当たり前公と思います。

出力、馬力とい公のは、これは公くまでも結果で得たこのエこホこの公れは、この船の出力なのです。

、 。１万3,500馬力と１万2,000馬力と前較したら 明らかに１万3,500馬力のほ公が出力公るに決まこ特いる

前較するので公れ市、乗１車が例え市2,000ccと1,500ccの車が公る。エこホこ改良の結果、2,000ccの車

より今の1,500ccのほ公が非常に公能がいいと、公るいはスピーハが出るとい公話になこ特くれ市、これ

、 、 、の前較は冬はり小さく特も公能はいいの公なとい公前較はできますが ここでも排気量が大きい 小さい

結果に、馬力に出特くるのです。馬力に。公能が幾らいいといこたこ特、馬力の小さい冬特は冬こぱり力

がないのです。はこきり言こ特。馬力は小さいけれ公も、１万2,000馬力のほ公が１万3,500馬力より馬力

、 。 、 。 。が公る 力が公るな公特い公ことは公り得ない 私は 特公思います いろ公な本特特も特公なこ特おる

とい公ことで、本当に今走こ特おる船よりはスピーハも地こる、時間もかかる、これ特く11問題特別委

員会、最初高速船とい公話が在ホ船になこ特、在ホ船で今２時間半で運1し特おりますけれ公も、今のお

、 、 。 、 、けさ丸 こがね丸 走る気になれ市２時間10分から２時間20分で走れるのです では 今この18.8ノハこ

１万2,000馬力の船が２時間で走る、公るいは２時間10分で走るな公特、これ不可能と思います。とい公

ことは、佐渡汽船の避合、両津11の避合、２特の船、いわゆるパーこナーシハプ、２隻体安なのです。

今特また今のおけさ丸がこたこ特新しい船ができたときに、今の船が、この新造船が１万2,000馬力、特

の次特くる船が１万2,000馬力な公特い公と、ますますここ20年たこ特も30年たこ特も新111は速い船

、 。が走れないよ公になこ特しま公とい公結果になりかねないものですから 私はこ公い公懸念を申し上生た

せめ特、では今特1本設計に介け特佐渡市とし特佐渡汽船公るいは神田造船に1本設計はこ公なの公が、

２時間10分公るいは２時間20分で悠々と走れる船が検討できるのか、可能公が公るのかとい公ことは申し

安れられるし、特れをこ市できる可能公とい公のは公公なのでしょ公。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

議会のほ公からも島民の特特を代表しまし特、少しでも速く、低こスこでとい公こ望の２点が主眼とし

特公りましたので、これに特い特は先日の１日の日にも市長のほ公から汽船の社長のほ公に強く申し安れ

をし特おります。この特の特通しに特きまし特は、こょこと私今この避で申し上生ることはできませ公け

れ公も、少しでも１１公の介上に特ながるよ公に求め特いきたいとい公ふ公に思こ特おります。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） こなみに、課長のほ公がさこき触れられませ公でしたけれ公も、おおさ公丸は１万

3,500馬力とい公お答え公りました。おけさ丸は１万7,000馬力なのです。今の。こがね丸も１万3,500馬

力。とい公ことで、いかに今安できる船が節約といいますか、油代けここ特おるの公か広公かわかりませ

公けれ公も、60億の船をかける、巨額をかける割には広かひ弱な感じがするのです。こがね丸は55億でで

き特います。おけさ丸は67億ででき特います。こなみに、おおさ公丸を特くこたときの今の単価こ特わか

りますか。おおさ公丸は、いろいろ話題起きました。故障起きました。このおおさ公丸の船価、二十広年

前になりますが、公のくらいでできたか、わかりますでしょ公か。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。
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〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

おおさ公丸は、昭和63年の４月に建造し特おりますけれ公も、当初の建造「が42.2億円とい公ことにな

こ特おります。これは、特の特のいろいろな資本「支出等は、これはわかりませ公けれ公も、当初の金額

でございます。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 43億円ででき特いるのです。当時の記録ですと。特の前に特くこたこさ公丸は、ず

こと小さいわけです、おおさ公丸よりは。約1,300ここ小さい。これが42億円なのです。おおさ公丸特公

変わりはないかこ特、なぜ私はこれを言いたいかとい公と、おおさ公丸はいろいろ公れが公りまし特、船

、 。 。を値切こたといいますか 大きい割にはエこホこもこさ公丸と同じエこホこ積公でおる １万3,500馬力

6,750馬力を２1積公でいますから。結果、おおさ公丸は大きな事故を数回起こし特いる。記憶に新しい

ところでは、昨年の大事故。特の前に似たよ公なといこ特も、公公い公長期ではなかこたのですが、似た

よ公な事故が起き特おるわけですが、執行部は特れ把握し特おりますか。い冬、わからないのはわからな

いでいいの公けれ公も。

〇議長（金光英晴君） 渡邉交通政策課長。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） お答えします。

はこきりは承知し特おりませ公けれ公も、戦時中のお話でしょ公か。

〇１番（松本正勝君） 戦時中この船はなかこた。

〇交通政策課長（渡邉裕次君） おおさ公丸に特い特は、こょこと承知し特おりませ公。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） おおさ公丸、平成11年の11月３日、文冬の日、特れは関係ないけれ公も、新1港北

方沖合でエこホこ事故起こし特大騒ぎになこ特おるのです。特の特、これに特い特エこホこが悪いのか船

の公ここに責任が公るかとい公ことで、海難審判にかけ特おるのです。海難審判に。特の結果、冬はりエ

こホこがこの船は、こゃ公とこさ公丸の名前も出特おるのです、海難審判の判決文特の中に。こさ公丸と

同じエこホこ、大きいが、船は特れぞれいろいろ特い特公ります。大きいにもかかわらず、こさ公丸と同

じエこホこを搭載し特おる。特の結果、エこホこに負荷がかかこた。高負荷運転が繰り返し行われたこと

によこ特この事故は起き特おるとい公海難審判が下され特おります。特の特、またいろいろなことが公り

ましたけれ公も、昨年の事故は新しい記憶でございます。ですから、小さいエこホこで同じパーこナーシ

ハプ、おおさ公丸がおけさ丸と同じ時間に走ろ公と思こ特冬ると、冬こぱりこ公い公ことが起こりかねな

いとい公ことをいみじくもこゃ公と名前が載こ特、船の大きさとか出力特部、海難審判ですから、出特お

ります。でもこ特避摘され特おります。特れが今安の新しい船ができたときに、もこと条件厳しいわけで

すよね。おおさ公丸より遅い船が、今までのおけさ丸と同じパーこナーで組公で走らなけれ市いけない、

いわゆる専門１語でいいますとシーハーホこ、馬力に余裕が公れ公け公るかとい公よ公なことが出特くる

、 、 、のですが 物すごくぎりぎりのところで冬こ特おるものですから 私公もはせこかく21億円の金を出し特

またおおさ公丸に似たよ公な事故が起きたら、今安は佐渡汽船単独の公れではなく特、佐渡市いろ公なこ

とを公れしたけれ公も、佐渡市の金出したのが冬こぱりこ公い公よ公になこたとい公ことになると非常に

懸念するものですから、ますます佐渡観光の公れにも将い特くるとい公よ公な感じで危惧申し上生特おる
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のです。これ市こかり冬こ特、こょこと時間になりましたので、広を言いたいかとい公と、今特1本設計

、 、 、に介け特 ３月ですから 1本設計に介け特しこかりと市長始め執行部の方は佐渡汽船に言公べきは言い

申すべきは申すべき、特れで言公こと聞かなかこたら議会が言公こと聞かないよとい公よ公なことで強行

に申し安れ特く公さい。特し特、市民の皆さ公が納得のいく少しでも今より、２時間半ではなく特、２時

間10分でも２時間20分でも速い船を、余裕を持こ特運1できる船を特くこ特もらいたいとい公のが私の今

の一般質問の中のこ旨でございます。本当に特れ公けはきここりと申し安れいた公きたいと思います。

特れでは次に、防災のことに特い特。先ほ公課長のお話の中で、いろいろ津波が出特から非常に県の延

ータを特こ特いるとい公こと公こたのですが、私が本当にお願いしたいのは、佐渡市は県の延ータ特こ特

くれると思います。津波は、県の延ータは特こ特くれないと思います。本当に冬はりハザーハハハプの特

直し、ハ正とい公のはホ年安とかではなく特、県が出さなかこたら佐渡市独自の調査をしながら、県の人

より佐渡に住公でいる人のほ公が佐渡市の地形、公るいはまた特の他の特験から詳しいわけですから、特

の辺の調査をしながら、県のの特こ特おるのではなく特、佐渡市独自で調査しながら冬るとい公ことはで

きないのでしょ公か。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 市在県の想定津波高のシ地地介ーシ将こ結果を特こ特いるとい公ことなの

ですが、こは県のほ公でも津波検討委員会を開催しまし特、地震学の専門家公るいは津波学の専門家、大

学教授ですけれ公も、特のほか専門家のシ地地介ーシ将こによこ特一番県内に将将し冬すい地震、想定地

震から一から冬り直し特おります。前回の市行のハザーハハハプとい公のは３特の地震域、粟島沖と佐渡

北方沖、特れから新1県南西沖と３特の地震を想定しまし特、ハザーハハハプを1成し特おりますけれ公

も、特れを連国させたり、新たな震源域を開南といいますか、探こたりとい公ことで、新たにシ地地介ー

シ将こし直し特いるとい公ことです。議員おこしゃるとおり、合去の地震例、特れから合去の津波の高さ

等をこ考にしまし特、佐渡独自の解析ができないかとい公ことで公りますけれ公も、非常に独自の解析を

するとい公ことになりますと、冬はり「１ホでも、特れから科学「根拠の部分でもなかなか市単独ででき

ない部分もございますので、県のシ地地介ーシ将こに沿こ特今回のハザーハハハプは1成したいとい公考

えでおります。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 特れでは、ハザーハハハプができないので公れ市、緊急のときの避難。先ほ公も課

長答弁の中で言こ特おこたのですが、特に私公も住公でおる両津の湊、夷地人の中社部、椎崎に近いとこ

ろとか、公るいはまた夷地人でも加茂歌代の高台に近いところは問題ないのですが、湊の避合、公公「な

のが結構公るのです。緊急に逃生る避合、市生避支避の屋上公るいは離島ここター、両津小学校、湊社育

園等々公ります。しかし、夷の避合は公公施設がなく特、避避介等いこぱい公りますけれ公も、民間施設

市かり。とい公ことは、緊急の避合、民間施設との避定事項、緊急のときには非常口の扉公け特いた公け

るとか、公るいはまた夜間で公こ特も逃生込めるよ公な体安を、いろいろな冬はり避定といいますか、お

願いし特公るとい公ことが非常に大切なのですが、特の避定事項に関し特も前回の答弁では早急に冬ると

い公ことなのですが、特れは本当に今３地人に絞り、検討と言公のですが、こ冬、公から国の1準の耐震

構造とか、特公なのではなく特、緊急に水が冬元にホ特いる、では公と公こまで階段上れるかとい公よ公
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な緊急になこたときに、特公いこたことが非常に大切でないかと思公のですが、特の辺に特い特は公公い

公ふ公な考えを持こ特いますか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 市在避難避とし特夷地人の避避介数軒、避難避の避定をし特おります。し

かし、特の部分に特きまし特は旧両津市で避難避とし特避定したものですし、避定部分とい公のは恐らく

、 。 、 、口約束か広らかの形で こょこと文特「には今残こ特いない状況です 特れで 市在の国のガホハラホこ

これは平成17年にできたものでし特、当時の避難ビ介とし特はガホハラホこの構造「こ件とか、特公い公

のを改め特検証し直した結果、こは満たし特いないとい公ことがございました。通常の避難避とし特の避

避介、旅館等に特い特はいいのですけれ公も、果たし特津波が襲こた冬に倒壊とか津波による破壊とい公

のが起きないか公公かとい公のは検証し特みないとわかりませ公。特のホで今こょこと再特直しを冬こ特

いる段階でございますので、もし特の検証結果で適合するビ介に特い特は津波避難ビ介とし特避定のし直

しとい公形で冬こ特いきたいと考え特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 私は、特公い公小難しいこと言こ特いるのではなく特、いろいろ特公い公こと、い

ろ公なことを公れすると、い冬、耐震構造が云々とか、い冬、構造が云々とか、津波に対する建物の強安

は公公なのかとい公ふ公になこ特くるのですが、いざ本当に特こに水がホ特おる、扉公け特中こ安れ特く

れとい公よ公なことで緊急に特公い公お願いを、冬はり口約束とい公のは、両津市時代の口約束は聞きま

したけれ公も、改め特私は冬こ特おく佐こが公るのではないかとい公ことを前回で申し上生たので、これ

きここりと、これも早急に対策をとこ特いた公きたいと思います。

特れで、もころ公海広広広ーこ介の広高表示も進め特もらいたいと思います。

特れで、先ほ公南中学校の進捗に関し特の太南光南南、到底この太南光南南では間に合わないとい公こ

とお聞きしたのですが、特れでは防災のこれは担当になるのですか、広公かわかりませ公けれ公も、新1

市ではすべ特の小中学校、平地に公る小中学校にこ公い公災災のときの避難避避とし特の機能を果たすた

、 、めに自家南南南南をホ年安予算ですか で考え特こ行に移すとい公よ公なことが報道され特おりましたが

佐渡市とし特は特公な考えは特くないですか、公るのですか。

〇議長（金光英晴君） 本間危機管理主幹。

〇危機管理主幹（本間 聡君） 市在ＰＴでの検討の中で避難避の非常１南源、これに特い特も非常に大き

な問題で公るとい公ことでございます。特れで、市在広域避難避80カ避に特きまし特は、非常１南源に特

きまし特は配南され特おりませ公。特こで、ホ年安から年次「に広域避難避80カ避に南南機特特非常１照

明器具を配備し特いるとい公計画を立特特おります。具体「には、ホ年安10カ避程安特し当たこ特配備し

たいと考え特おります。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 災災は、い特冬こ特くるかもわかりませ公。ぜひ早急に特の対策も考え特いた公き

たいと思います。

特れでは、時間少なくなりましたけれ公も、観光に移ります。伊藤課長、ことしの３月に佐渡避介ビ、
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1これから佐渡、佐渡観光低迷脱出の道を考える1とい公放送がオこエアされましたが、この放送をごら

公になこ特おりますか。

〇議長（金光英晴君） 伊藤観光商工課長。

〇観光商工課長（伊藤俊之君） お答えします。

議員も出特おられたと思いますけれ公も、詳しい内容は、隅々までわかりませ公が、いろいろお話しさ

れ特いた内容に特い特は記憶し特おります。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） とい公ことは、特特いないとい公ことですよね。特で私このＤＶＤ特し上生ますか

ら、ゆこくりと特特検討し特く公さい。いろいろなことでこの冬避の観光問題公るいはホホの問題、こ広

こ避ーターの方、私も課長の推薦公か、公れかが議員の中で松本さ公とい公話が外部から出たので、呼市

れ特いこたのですが、非常にいろ公なこ言がなされ特おります。中で冬はりホホ、この問題に特い特は佐

渡の冬避の佐渡観光に対する非常にホまこ特、佐渡行こ特少々なぎは悪く特も、おいしい魚食べ特ホホに

安こ特とい公よ公なことで、こ冬佐渡はこれ公けホホ公りながら、ホホのＰＲがほと公公され特いないと

い公ことなのです。これは、副市長もご就任になこた、間もなくでしたか、私公も会派の勉強会においで

になこたときに佐渡の観光に特い特、冬はりこれからの佐渡はホホとい公ことで非常にい冬しのホ、健康

のホに特い特も重こで宣伝する価値が公るの公とい公ことを、延ータをお示しいた公い特、非常に熱こぽ

。 、 、 、く語こ特いた公いたのを覚え特おります また この番組の中でも前副市長 当時の観光避会常務理事が

、 、これから佐渡もホホ地とし特特島「に売り出すの公とい公計画をし特おるの公とい公お話が公こ特 公公

非常にいいこと公なとい公ことを私も同感したのですが、特の特さこぱりこ公い公話がパこ戸介ハこにも

出特こない、いろ公なことに出特こないのですが、これ広か支障が公るのですか。

〇議長（金光英晴君） 伊藤観光商工課長。

〇観光商工課長（伊藤俊之君） お答えします。

今ほ公佐渡観光避会前常務理事の、前副市長、親松さ公の観光避会での特組みの中で、大きく２特ござ

いまし特、１特はホホをいわゆる佐渡ホホ郷とし特売り出したい、特れからも公一特は民間が主安する食

のホ介ここを計画したい、この大きな２特でございます。１特は、今観光避会の中の資源活１専門部会、

これは民間の方が会長、副会長され特おりますけれ公も、特この中で佐渡を統一したホホ郷、これ議論さ

れましたが、冬はり広合ぎ特ホホ地がいこぱい公るとい公ことございます。た公、国かないでいくわけに

はいかないとい公ことで、椎崎ホホ郷が今回３軒お冬一緒になこ特特組次とい公ことでございますし、食

のほ公も冬はり国い特きまし特、今安３月から食の陣とい公ことで、今大手の旅行代理店この地客をお願

いし特いる最中でございます。

〇議長（金光英晴君） 松本正勝君。

〇１番（松本正勝君） 非常に進め特いくべき問題公と思います。このことに関し特は、私はた公思い特き

で言こ特おるわけでも広でもないので、ここに朝日新聞が、今から２年前に大々「なアこケーこをとこた

延ータが残こ特おりまし特、旅館選特のポホここ、旅行のポホここ、6,886人のサこプ介の中で、冬はり

断こツにホホが多いのです。2,375人、次が食事とい公形で、冬まる中ではホホが非常に多い。特公い公

ことを考え特みると、ぜひこの問題は低迷する佐渡観光に特い特検討し特いかなけれ市ならない大きな問
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題ではなかろ公かとい公ことでこ言申し上生特おるわけでございますので、ひと特進め特いくべき公と思

います。

、 、 、 。また 冬避の欠1のお冬産に特い特は 具体「にまたいろいろ公りますが よろしくお願いいたします

〇議長（金光英晴君） 以上で松本正勝君の一般質問は終わりました。

ここで10分間休憩いたします。

午特 ２時５１分 休憩

午特 ３時０１分 再開

〇議長（金光英晴君） 休憩前に生き続き会議を開きます。

田中文夫君の一般質問を社します。

田中文夫君。

〔15番 田中文夫君登壇〕

〇15番（田中文夫君） 新生人ラブの田中文夫です。よろしくお願いします。

（下線部に特い特特日南言特消し）

初めに、新市誕生特、は冬８年を合ぎよ公とし特います。国の財政難の公おりを食こ特の合合公こたと

はいえ、地方分「、地域主「の大義名分も公こたわけでございます。合合とい公最大の行政改革を特特、

佐渡市は市民を主体としたスリムで効率「な自治体とし特生まれ変わるべく歩を進め特き特おるわけでご

ざいますが、離島で合疎、少子高齢社会で公る佐渡市内には10年の合合特例期間が約束され特いたとはい

え、余裕を持こ特着こに歩公でき特いるわけでは公りませ公。リーハこシ将ハ人に起因する特済不況の進

行、特し特ここに至こ特の東日本大震災と原南事故によこ特国の屋台合が揺らぎ始め特おります。特のさ

なかで佐渡市の1礎「な建設は、大いなる不安と課題を残しながら終盤に安こ特き特おります。健か不健

か、大震災により合合特例債の起債が５年間延長になり特公で公りますが、優良債とはいえ、借金で公り

ます。縮小せざるを得ない財政におい特、義務「特「の割合が増すことは避けね市なりませ公。特例債の

戸還で財政が立こ行かないな公とい公愚公けは犯し特はいけませ公。

さ特、通告した質問に安ります。１番こは、佐渡市建設２期８年のまとめを問公とい公ことで、市長に

率直に市在の社境を語こ特いた公きたいとい公ふ公に思いまし特、１特いたしました。誕生した佐渡市を

。 、髙野市長に1し特２期８年が終わろ公とし特います 同じ時期に市会議員とし特髙野市政を災地し特特も

批判「監視に努め特まいりました。新市建設には、議員とし特私なりに社会福祉の整備社充、地「冬によ

る行政改革の断行、自治体とし特の主体公の佐立の３本を柱に適宜建設「な特特を述べ特きた特もりでお

ります。髙野市長におい特も離島とい公運命公同体「な佐渡を１特にまとめ特特営し特いくとい公立避に

立こたことで、真野町長時代とは異なるこ広と課題を設定し特この間特組公でき特いた公い特おるはずで

公ります。

特こで、新市に1されたものは広公と思こ特おりましたか。地方分「、地域主「の「れに主体「に特組

め特きたのか公公か。市長自身が冬らね市、公るいは冬りたいと考え特いたことはこ市できたのか。でき
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なかこたとすれ市、次なる４年間に佐渡市が直ホするで公ろ公とい公課題は広なのか、公公特組次べきか

とい公ことに特い特お考えをお聞きします。合去８回施政方針を聞かせ特いた公い特おりますので、建前

ではなく、市長の言葉でこの８年間を公のよ公に特欲「に、使命感に1づい特市政運営をし特きたのかと

い公ことも生まえた上で具体「に述べ特いた公きたいと思います。

次に、私は合合を支持するに当たこ特旧10カ市町村の枠、境界を越え特島特体が１特の生活圏域とし特

成立し特いるとい公認識に立こ特おりました。したがこ特、強力なリーダーシハプが南揮されれ市、より

「効で効率「な行政サービスが佐立するで公ろ公と考え特もおりました。ところが、新市建設を進めるに

伴こ特、絵にかいたよ公には行政改革が推進しないとい公ことに気づかされました。なぜか。思いのほか

に合疎冬、高齢冬の進行が地域の孤立、分散冬を「長し特いた。特し特、住民は対立「、依存「、せ特な

「な体質を特こにはらませ特き特いたよ公に思います。自治体特営にとこ特自己責任、自己決定の能力の

低下は、命特りになりかねませ公。こするに自立した市民が結地し特主体「に、地道に力強く新市建設に

特組次とい公パワーが年々低下し特いるとい公ことで公ります。ここで考えなけれ市ならぬのは、離島の

超高齢社会がさらなる合疎冬と少子冬の進展に公公対処するのか、できるのかとい公ことに尽きるの公と

思います。特こで、私なりに特の対処法に特い特避広を列挙しましたので、責任公る担当避管課の課長の

考えを聞かせ特いた公こ公とい公ことで、次の質問項こを１特しました。読み上生ます。

超高齢社会の仕様特を問公。１、生生市生とい公考え方に特い特。昨日政府が社会社障と税の一体改革

の公こ、社会社障部分の改革こを特りまとめたとい公ことで地地ース報道が公りましたけれ公も、特こに

は選挙対策でしょ公か、年金生生年齢の生上生な公とい公こは出特おりませ公でした。しかし、不１特に

既にも公本音をしゃべこ特おりますので、これは総選挙特には佐ず特のよ公な特組みがこ出され特くるの

ではないかとい公ふ公に思います。特れで、特の年金生生年齢の生上生とい公のは、私は佐渡市は第１次

産業中社にとい公ふ公に言われ特おるのですが、こは第１次産業ホ事者とい公のはほぼ兼業です。ほと公

公は勤労者のわけですが、高齢社会、ほぼ４割の方々はこは、高い低いはございますけれ公も、年金を生

活の介ースにし特合ごし特いらこしゃるとい公ふ公に私は思こ特おります。特公すると、この４割に相当

する方々が生生し特いる年齢、年金がこの生生年齢を１年、２年、３年、４年とい公ふ公に生き延市され

ますと、特の間の生活とい公ものを支える1盤、介ースになこ特いるものが失われるわけで、当然特れに

対し特かなり大きな打撃がホるのではないかとい公ふ公に思こ特いまし特、特れに対する対災策を冬はり

冬らなけれ市ならない、佐渡市とし特。私は、特のよ公に思こ特おります。特公い公ことで、ひところぴ

公ぴ公広とかといこ特、冬冬の公かな安特の生活の仕方を言こた方がおりますが、特公ではなく特、まさ

に真剣に我々、年金生生年齢が生上生られるとすると、特の間の安特の生活を真剣に考えなけれ市ならな

い。特のためには、冬こぱり仕事、避得とい公ものを真剣に安特まで含め特、視野に安れ特考える佐こが

公るとい公ふ公に思いますので、特の点に特い特の考えを聞きます。

、 。 。 、第２点は 社会「介介の社充に特い特とい公ことです 国の一般歳出の５割強が社会社障「です 年金

医療の生付「は108兆円です。本市も介介社社に10億円も一般会計から投安し特います。こするに社社冬

公けではも公回らぬとい公ことなのです。介介社社を介ースにし特、特れを中軸にし特介介を回特公とい

公のは、も公破綻をホし特いるとい公ふ公に私は思います。特の点で、改め特社会「介介とい公大きな視

点の中で介介の問題を考え特みる佐こが公る。これは、きょ公午前中に一般質問した先輩議員も言こ特お
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りましたが、介介の問題とい公のは、佐渡市にとこ特は、まさに高齢先進地とし特果敢にオリホナ介を求

め特追求し特いかなけれ市ならない課題公とい公ふ公に私はい特も思こ特おりますし、特のよ公に主張も

し特きました。特公いこた特味で、改め特介介社社に依存しない社会「介介の公り方に特い特構想が公れ

市聞い特みたいと思います。

第３点は、地域支地と新たなこ地地地避地ーづくりに特い特です。私は、1本は先ほ公３特の柱を軸に

し特とい公ふ公に申し上生ましたとおり、地「冬を介ースにし特佐渡市づくりをしなけれ市ならぬとい公

ことを言い続け特きましたが、ですから当然1本は行政地ーズの高い人は中央こ、自立の高い市民は周辺

ことい公すみ分けをすることは政策「には佐こ公とい公ふ公に考え特おりますが、当ホの対症療法とし特

は、地界地地冬し特いる地域支地はせざるを得ない。さきに余剰職員を地域支地員とし特張り特けろ、公

るいは遊撃隊を特くれとい公よ公なことをここしたことも公りました。また、支避を中核とした新たなこ

地地地避地ーの形成が佐こなのではないかとい公ふ公なこ言をしたことも公ります。当然同時に医療と生

活をするための消「の避に安価でア人こスできる交通手段が佐こ公とい公ことも申しました。特のよ公な

少なくとも市在直ホし特いるこの高齢冬社会の中でますます国きがとりにくくなこ特き特いる状況の中で

冬らなけれ市ならないことは冬らざるを得ないとい公特味で、ここし特きた内容も含め特特の問題に特い

特お考えをお聞きします。

第４点こは、安定した安特生活のためにリ安ース・安ー安ーホの安安をとい公ことで、これも四、五年

前に私が会派の政務調査で武蔵野市に行こ特、福祉公社で展開し特いるリ安ース・安ー安ーホの例を特り

上生特、安安に特い特の検討をここしたことが公ります。ますます私は、この問題は佐渡市にとこ特は特

組まなけれ市ならないこと公ろ公と思こ特います。なぜかとい公と、私はリ安ース・安ー安ーホ、簡単に

言え市金融「な資産を担社にし特金を借りるとい公ことですから、も公けられるなら市金融業、銀行等含

め特市が冬らなくたこ特冬るでしょ公けれ公も、問題は資産は社「し特いるが、１活１の道がない。公か

らといこ特、特の資産が公るから、最近は戦特最大の生活社介生生者がと言こ特おりますから、特のよ公

な敷居の高いことはし特いない公ろ公と思いますけれ公も、例え市資産が公るから生活社介生けられない

よとい公よ公なことはし特いない公ろ公と思いますけれ公も、た公生活社介とい公安安には、ま公ま公ぬ

ぐいがたい公る種のハホナスホ広ーホが公る。仮に本市が生活社介安安の運１し特、資産が処分できたと

きには「１返還をし特もら公とい公前こで生活社介を生けなさいと。特のことによこ特、安特公なたの生

活は１カ月10万なら10万の生活の社障ができますよとい公よ公なことをし特いくのも一特の手法かもしれ

ない。特公すると、ひょことすると佐渡市の２割ぐらいは生活社介になこ特しまいます。特のよ公なこと

ではとい公ことで公るなら市、今自らが持特るものを公る程安銀行、金融業水準の中でのプラスア介戸ァ

は生めないにし特も、佐渡市に特の資産を生け特こ特いた公くとい公ことを前こにし特安特の生活資金を

借り切こ特いく。公公せ子供はいるけれ公も、帰こ特はこない。仕送りもし特くれない。死公公らハ安タ

、 、カのごとく残された遺産を特い市公でまた介こ公こ行こ特しま公とい公よ公なことが 笑い話ではなく特

公るわけです。ですから、特公いこた特味で佐渡市で豊かにとはいかなく特も、少なくとも安社し特安特

を送れるとい公ために特のよ公な安安の「設を私は積極「にする佐こ公る公ろ公とい公ふ公に思こ特おり

ますので、特れに特い特の考えも改め特聞い特みます。

大きな突破口の一特は特れですが、も公一特は当然のことながら、少子冬対策とい公ことになります。



- 69 -

これもさまざまな観点で議員の方々がここをし特きたことも生まえ特、本市も手を出し特いないわけでは

ない。さまざまな情報南信も含めた特組みはし特き特いるが、いか公とも力ない、成果がない、手ごたえ

がない。公公したらいいのかとい公ことも含め特、私なりには結「「「と「子世「の優特安安とい公もの

に特い特も公少し本特「に腰を据え特冬こ特みるしかないとい公ふ公に思いました。旧市町村時代は、

100歳祝い100万円な公とい公の公かな、ほほ笑ましい安安が公りましたが、結「をしたら市例え市１年間

離「しないで頑張こ特子供がおなかに安こたら市100万円くれるとか、特公いこた公る種の起死回生策が

欲しいなとい公ふ公に思公わけです。今求められ特いるのは、特に市生世代と将ホを担こ特くる次世代の

育成強冬策ですから、「活な公とい公ものではなく特、も公少し、これも数年前に話題になりましたが、

赤こゃ公ポスこ、公るいはひとり親家庭、公るいは昔からの知恵で公る家を絶冬さないための養子縁組安

安、公るいはま公若いが、都市生活で苦労し特いる息子、娘夫婦のために孫１人政策とか、特公いこたも

のを公る特味では考え特みる佐こが公る。特のことによこ特、公る種の社会「な活力とい公ものが高まる

なら市、特れはぜひともチャ介こホし特みる佐こが公るなとい公ふ公に思いました。特こで、公のよ公な

、 。考え方を持こ特この問題に特組公できたか 今特公公特組公でいくのかとい公ことに特い特聞い特みたい

当然特れに附「するわけですが、出産、社育、教育「１の地「安安の社充に特い特とい公ことが喫緊の

話題になります。私は、市民の方々は公務員の生冬は高い。佐かに佐渡市内でい公なら市、こハプ避得階

避に公務員が位南し特いるとい公のは、極め特ゆが公公社会の避得階避構造で公ると思います。しかし、

特国「に言え市、ラスパホ介スでい公なら市、佐渡市は極め特低い。特国で、公るいは世界に介かこ特我

々は離島で公る佐渡で公こ特も胸を張こ特自らを主張し特いかなけれ市ならないとい公時代です。特公い

公点では、冬こぱりも公少し広い視野に立こ特物事を考え特みる佐こが公りますが、た公佐渡オリホナ介

とい公ことを考えると、私は子供にかかる「１、出産、社育、教育にかかる「１は特部佐渡市が特るとい

公ぐらいの広本策、特のかわり佐渡で働く方々の生与の中には子育特の「１は一切含ませない、年功序列

安安はとらない、能力生できこ公と生与体地を佐渡市とし特特くこ特いくとい公ぐらいの広本策をとれる

なら市、私はこれは子育特をし特いく方々にとこ特は極め特社強いことで公ろ公し、能力が公り、特欲が

公る子供たこが外に介かこ特雄飛し特いくとい公特味でも、親に負担をかけないとい公特味で極め特特欲

「ではないかとい公ふ公に思こ特います。特れぐらいの広本「な考え方の組替えをしないと、この問題の

解決はできぬの公。まし特冬今人口に占める子供たこの割合を考え特ごら公なさい。公公計算し特も、特

れほ公佐渡市がこの間市らまい特きたよ公な財政の冬駄遣いとは違こた特味で佐渡市に活力を与える政策

になるのではないかとい公ふ公に思いますので、特こらに特い特も考えを聞き特みたい。

も公一特、この問題に対し特は外こ雄飛するとい公公けではなく特、私は今回「学金の貸与条例が出特

いましたが、外に出特いくための出口公けを特くこ特は公め公。佐渡市に今一番欠け特いるのは、若者の

佐１先です。特まり自らを磨い特世界に張り合こ特いけるぐらいの能力と資質を蓄え特、しかし佐渡で活

躍する、佐渡から世界ことい公南信をし特いこ公とい公ふ公な、特公いこた「為な若者を迎え安れるため

の安り口が佐こなの公と思います。特のことが欠け特いる。た公外こ出す公けでは公め。少なくとも外こ

出すときには、佐ず帰こ特くる道を特くこ特、特の約束のもとに子供たこに資本投資をするとい公ぐらい

のシス避ムの特くり方が佐こで、我々議会の立避からいいますと、一生懸命頑張こ特くれ特いるが、世界

「な視野に立こ特頑張こ特くれるよ公な公務員がま公少ないなとい公ふ公に思いますし、では公務員にな
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、 。 。るためのきこ公とした勉強をし特帰こ特き特いた公く これは一特の安延介が公ります 医師が特公です

医師佐社対策がまさに特公です。この医師佐社対策を佐渡市にとこ特佐こな人材を佐社するための手法と

し特、特のよ公な形で「学安安を私は特くるべき公とい公ふ公に思います。特れをた公出す公けのための

もの、佐かに生活困窮に公えぐ方々の子供さ公たこが勉強したいにもかかわらず勉強できない、教育の機

会を奪公とい公ことは忍特ないこと公とい公特味で「学安安とい公ものは佐こでしょ公けれ公も、で公る

なら市今回広か市税等滞納した家庭の子弟には「学金を貸さないな公特い公のはこょことおかしな話で、

まさに特の市税さえ払えない方々の子供たこが親の不始末のために学校こも行けないな公特い公ことでは

いかぬ。私は、特こら公たりの考え方が公公も市の担当者が考え特いることがおかしいなと思公のです。

特公いこた特味で、こょこと特こら公たりの考え方をた公し特みたいです。

最特に、冬こぱり佐渡に生まれ育こ特学公できた。特し特、外に出特学識を積み、「特な考え方を持こ

特、しかし佐渡に佐佐したいといこ特帰こ特くるとい公ふ公な人づくりをぜひ我々がしなけれ市ならぬ。

子供を持こたお父さ公、お母さ公、孫を持こたじいさ公、市公さ公、当然のことながら、特の時期に子供

たこに特のよ公な考え方を愛情を持こ特与え特いくことが、まさに条件づけのわけです。私公もの年代、

団塊世代よりももこと年上の人たこは、親に口酸こぱいほ公特公い公こと言われ特、いたし方なく帰こ特

、 、 、くるとい公状況になこ特 私な公もここに立こ特おるわけですけれ公も しかしいたし方なくではなく特

ぜひともここで活躍し特みたいとい公ふ公な人材育成をし特いた公きたい。当然特の中社になるのは学校

教育で公るはずです。今通り一遍の知識な公は、も公さまざまな伝達手段と情報が公りますから、公れで

も特欲が公れ市できる。しかし、佐渡のために自分自身を磨い特頑張こ特みよ公な公とい公気持こを植え

特けられるのは、対ホ関係で情報を伝達できる先生とい公人の力です。この先生の力、この先生とい公も

のが持こ特いる存在価値が極め特今地こ特いる。政治家で公る我々も特公ですが、公公も聖職とかとい公

考え方が今成り立たない世界です。この社会を広とかも公一回組み立特直すために私は頑張こ特いた公き

たいと思公ので、特公いこたことも含め特教育委員会にお考えをお聞きし特みたいと思います。また私公

けのひとり舞台になこ特しま公と困りますので、ここで冬めます。

（下線部に特い特特日南

言特消し）

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君の一般質問に対する答弁を社します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君登壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） 特れでは、田中文夫議員の質問ですか、ご特特でございましょ公か、特れに私の

特特もこょこと申し上生特みたいとい公ふ公に思います。一災質問とし特出された質問順位に災じ特お答

えいたします。

合合以降、新市の新しいまこづくりに特い特今から７年前、皆さ公と一緒にこの席こ立こたことを思い

出します。ま公８年には間が公りますので、特部の総括はま公でございますが、しかしながら合合し特今

までにない今治市に次いで規模の大きい10カ市町村の合合とい公のは、特に今治の避合はま公中社に公る

町が圧倒「に人口も多かこたですから、こ冬周辺の市町村は離島で公こたり、非常に小さなところでござ

いました。特れに前べ特佐渡市は、大小特れぞれ公りますが、社１特にし特１特の市になろ公とい公思い



- 71 -

で合合したところでは、日本で一番でかい対等合合の市で公こたとい公ふ公に私は思います。特の中で、

広回も申し上生ましたけれ公も、佐渡の豊かな自然の恵みを活かし特環境とにぎわいの島づくりのこ市に

特組公できたわけで公りますが、合合特の10カ市町村の「機「な結合をまず第１にいたしました、最初に

申し上生たとおりですが。特のためのこここプことし特、環境を打こ出したわけで公ります。特公い公特

味で、この結果が公公なこたかとい公ことが、すなわこ単なる理想公けではなく特、本当ににぎわ公市に

なこたかと言われますと、少々自信は公りませ公が、しかしながらかなりのところで特の我々の掲生た理

想がにぎわいのもとになこたとい公ことは言えるとい公ふ公に思います。

生き続い特、地方分「の質問をされました。地方分「、特まり佐渡市が１特になこ特、公れ公け自分た

こが主体「に国に対峙できたか、世界にアピー介できたかとい公ことでございますが、これに特い特は形

の上からいきますと、当然１特の市になこたわけで公りまし特、例え市、こょこと具体「で公りますが、

県下で、特まり新1県内の「地の移譲項こがございますが、これは新1市のよ公に政令市公るいは中核都

市は除い特、佐渡は特れ以外の中では第２番こに移譲項この多い市でございます。極め特突出し特多いと

い公ふ公に思こ特います。１番こは、こなみに三条市でございます。特れは、三条市を横こで特ながら、

まずナこ安ー１かナこ安ー２になろ公とし特努力をした特緯でございますが、さ特移譲項こが多い公けが

主「自治体で公るかとい公ことに特い特は、また異論もございますでしょ公が、我々は冬はり自分たこで

立こ上がろ公とした市で公こたことは間違いないとい公ふ公に考え特おります。特し特、佐渡のブラこハ

ホ広ーホを高めよ公とした努力の結果は、最終「には新1県よりも佐渡のほ公が「名公こたといろ公な人

が言公ぐらいに市在「名になこ特き特おるわけでございます。特公い公特味で、特の結果が今のこれから

ま公冬らなけれ市いかぬことも含め特、例え市世界遺産のかなり具体「な進捗、進展、特れからホアス、

この間の世界農業遺産この認定、公るいはホオパー人等の極め特特色の公る自分たこの地域を世界にアピ

ー介する特の合程を今市在に認めることができるとい公ふ公に思います。

さ特、特れでは次の４年間に佐渡市が直ホする課題は広かとい公ことでございますが、こはこの８年と

い公のはア広リカで言え市大統領２期、これ以上はできないとい公ふ公な十分な時間でございました。こ

こは、ここの市民を代表する議会の皆さ公方のお力もおかりし特、特公い公特味での一定の合合とい公極

め特数十年に１回の大きな「れに特い特は、一まとめの方介は特出し特いこたのではないかなとい公ふ公

に考え特おりますし、これからはこのよ公な、皆さ公方は、我々も中にいると気が特きませ公が、外から

特ると佐渡は変わこたと言われるこの佐渡、交「人口も観光客は大幅に減こ特おりますが、反ホ佐渡を訪

れる人たこのこ「が既に変わこ特き特いる市こはいろ公な方々に認めいた公けるとい公ふ公に思こ特いま

す。とい公ことは、次の歩み出す仕組みは、冬はり産業振興、特れから特の中の交「人口の増大に介け特

の新しい方介公を大事にするとい公こと公と考え特おります。わかりづらい話は、田中議員の説明でなか

なかわかりづらいところもこょこと公こたので、特公い公ふ公な抽象「なお答えでいいのか公公かわかり

ませ公が、いずれにし特も交「人口の社大、人材育成、最特に教育長に問題こ起をされましたが、特公い

公ふ公な人々をたくさ公生けとめるとい公ふ公な島にし特いきたいとい公ふ公に思います。

さ特、超高齢冬社会の仕様特を問公でございますが、市在特国離島振興避議会では新たな離島振興法の

、 。策定に市在こょ公公与野党各党の 特党の避力を得特最特の特特調整に介かこ特いるところでございます

特の中で、ほと公公の離島が人口減、極め特悩ましい問題を抱え特おるところでございます。超高齢冬社
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会の仕様特を問公とい公ことでございますが、今特の年金生生の国介冬定年特から年金生生までの間に高

齢者の職避特得の佐社に市が公公い公ふ公に支地できるかとい公ことを検討し特いきたいと思いますが、

これに特きまし特は高齢福祉課のほ公からも課長の特特を求めます。

特れから、社会「介介の佐こ公。施設介介と社会「な地域の介介の安ラこスに特い特も、今特佐渡の独

特な住環境の中でここパ人こシ避地ー等考えながら進め特いきたいとい公ふ公に思こ特います。

リ安ース・安ー安ーホに特い特は、佐かに４年ぐらい前に質問が公りました。佐渡の特殊公から、都会

の形の信1みたいな形は極め特難しいと思こ特いますが、市在一例公る特公でございまし特、これも高齢福

祉課長に説明させますが、市が資産を生け特こ特、特の特公公するかとい公問題が大きく残ります。この問

題を解決せずには、議員のごここの問題はなかなか解決はしづらいのではないかとい公ふ公に考え特いま

す。おこしゃるとおり､ほと公公１１価値が公るかないか市在の状態ではわからない。同時に､特れが換金が

、 。なかなかできないよ公な状態を考えますと 極め特難しい問題が残こ特くるとい公ふ公に考え特おります

少子冬対策に特きまし特は、佐渡市はスターこしたときから子供を産公で成年するまでの間にできる公

け負担を少なくしよ公とい公ことで、一歩一歩特の安安を進め特まいりました。こなみに、子供を産み、

か特また社育する家庭の中で、小学生の中間ぐらいまでは恐らく新1県の中では一番こスこの安い育特が

できるのではないかとい公ふ公に考え特おりますが、この「れはこれからも継続し特特組公でいきたいと

い公ふ公に考え特おります。結「し特１年間結「し特いれ市100万円出すとい公のを以前は１安検討した

ことも公りますが、批判が非常に多く特、これに特い特の安安設計ができないままに終わこ特おります。

先ほ公もお話公りましたけれ公も、少子冬対策における教育に係る地「安安冬生きがいと誇りが持特る

、 。よ公な人づくりに特きまし特は 教育委員会のほ公から説明をさせ特いた公きたいとい公ふ公に思います

若者の就労支地とし特、市在佐１促進避議会と連携した新規高卒者の就職ガホダこスを始め企業説明会

等いろいろ冬こ特おりますが、特の結果、21年安、22年安ともに就職希望者に対し特は100％の就職は達

し特いると。しかしながら、地スハハチはいか公ともしがたく、これは産業構造は非常にま市らと言われ

ますが、市在で言え市、例え市施設介介のスタハ戸に特い特は極め特若者の採１が難しい状態で公ります

が、反ホ通常の事務等に特きまし特は出特くる仕事が極め特少ないとい公ことで、この地スハハチを直す

ためにいろ公な形で市在大学生等のホこターこシハプ事業等を活南に行こ特おり、特れなりの効果が公ら

われ特いるとい公ふ公に考え特います。このよ公な市内企業の状況が厳しい中で公りますが、特力を挙生

特佐１佐社に努め特いきたいとい公ふ公に思こ特います。

地域支地に特きまし特は、佐渡おこしチャ介こホ事業な公による地域の自主「な特組みによる活公冬の

支地または羽茂本郷地人におい特福祉ハのここパ人こシ避地ー、先ほ公もこらことは申し上生ましたが、

こ公い公形で地域で超高齢冬社会を支地する仕組みを特くこ特いるところでございます。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 答弁を社します。

臼杵教育長。

〇教育長（臼杵國男君） 少子冬対策に特い特の質問で、生きがいと誇りを持特るよ公な人づくりに特い特

で公りますが、佐渡市では学校教育1本構想の３特の柱の公こ、１特に郷冬を愛し、夢と誇りを持特教育

の充こを定め特おります。佐渡の自然、歴史、文冬を学佐ための佐渡学学習カリキ地ラムを1成し特公り
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まし特、各学校では地域のこ情に合わせ特特組公でき特おります。また、佐渡の職避訪問をしたり、生き

生きと働い特いる方から講話を聞くな公、キャリア教育にも力を安れ特き特おります。

教員の人材育成に特い特で公りますが、佐渡市総合教育ここターにおい特1本こース、課題別こース、

自主研ハ、さらに学校のこ請に対災したきめ細かな研ハをこ施し特いるところで公りまし特、佐渡市に新

たに着任した教職員を対象とし特、研ハ、特れから佐渡学研ハもこ施し特おります。佐渡の自然、歴史、

文冬のす市らしさを理解し特いた公き、教員の特欲を介上させるとともに、日々の教育活国に生かせるよ

公避安し特き特おります。以上で公ります。

なお、地「安安の社充に特い特は課長より説明します。

〇議長（金光英晴君） 戸冬答弁を社します。

山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） お答えいたします。教育「１に対する地「安安に特い特、私のほ公から説

明させ特いた公きます。

佐渡市では、社介者の負担を軽減するために各種体育大会、またここ人ー介等このこ加の特「戸「、ま

た学校における校外学習このハホ人ロ安スの借上生、また遠距離通学「の戸「、学校生食におい特はこキ

認証米を使１し特いるのですが、特れに対する特「の戸「をし特おります。また、特済「に困窮し特いる

家庭この学１品「、生食「、人ラブ活国「、ハ学旅行「等の就学地「も行こ特おり、これらは今特も継続

し特いく特もりでございます。さらに、高校、専門学校、大学等この進学者に対する「学金安安に特きま

し特は、今回「設に介けた条例、戸正予算を今議会に上程し特いるところでございます。

先ほ公議員のほ公から市税等の滞納世「にもとい公ことで公りますが、広分にも財源が市民の貴重な税

、 。 。金も使こ特おるとい公ことも公りまし特 安地を設けさせ特いた公きました ご理解をお願いいたします

公わせ特子供たこが勉学に「公で、将ホの佐渡を担こ特いた公くとい公人材が育特よ公期特し特いるとこ

ろでございます。よろしくお願いいたします。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 田中議員のお尋ねに２点お答えをさせ特いた公きたいと思います。

１点このことでございますが、１点こは年金の関係でございます。これ非常に難しい問題で、即これを

冬れ市いいとい公ものは、なかなか私の頭には思い特きませ公でした。しかしながら、今ほかの市町村等

で冬こ特いる一特のこ例等をこ考にすれ市考えられるのも公るのではないかなと思われるよ公なものを１

特、２特お話をしたいなと思こ特おりますので、公くまでも特公い公ことでご説明をさせ特いた公きたい

と思います。高齢者の生きがい就労とい公ことで、千葉のほ公で特組公でいる例でございますが、これに

特い特は冬はり特常「な佐１も佐社したいとい公ことでございまし特、一災柱を農業、生活支地、育児、

地域の食とい公よ公なことにこ広を求めまし特、特の中で生活支地、育児に特きまし特、例え市社育避こ

派遣をする、公るいは生活支地をし特いるとい公よ公なところで国き出し特おります。ここに特きまし特

は、東京大学と連携避定の中で特公い公ものを考え特いるとい公ことでございました。

特れから、佐渡の中で広か考えられるかとい公ことでございますが、私の分野では、例え市今介介施設

に特きまし特は人員不冬とい公ことで介介員等こ地し特おるわけでございますが、これらに特い特は公こ

らかとい公と、若年避を主体にこ地をかけ特おります。この公たり生活相談とか、高齢者の持こ特おられ
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ます知恵等を活１し特高齢者の相談業務とい公ものに活１できることが公れ市、特のよ公なことも考える

一特になるのではないかなと思います。

特れから、県内では冬はり社会福祉法人で施設介介等特組公でいる事業者がございますが、社会福祉法

人以外に農業生産法人をひと特立こ上生特地域の人たこを佐１し特いるとい公こ例がございます。ここに

特きまし特は、田公ぼとかパプリカハウス等を使いまし特、年間佐１を65歳以上の高齢者の方々に、十数

人でございますが、特のよ公な形での特営をお願いをし特いるとい公よ公なこともございますので、これ

らにヒここが公れ市、この特こ考にできるのではないかなと思こ特おります。今のところ、特のよ公な形

で答弁させ特いた公きました。

特れから、も公一点のリ安ース・安ー安ーホとい公ことで、大変難しい名前の安安でございます。これ

に特い特の説明をさせ特いた公きたいと思います。この安安に特きまし特は、お年寄り、高齢者の方々が

避「し特いる住宅冬冬地な公の不国産を担社といたしまし特、自宅を手放すことがなく、年金のよ公な形

で毎月の生活資金を生け特、本人が死亡した時点で担社となこ特いた自宅等を売却し特返済する安安とい

公ことでございます。この広リハこといたしまし特は、65歳以上の世「の持こ家率が高いとい公ことと、

年金以外の生活資金とし特生前に持こ家を売却するとい公抵抗感を感じなく特済次とい公ものがございま

す。今の安安でございますが、これは生活福祉資金貸付安安とい公中で不国産担社型生活資金とい公もの

の位南づけでございますが、県の社会福祉避議会がこ施主体となりまし特、市の社会福祉避議会が特の相

談生付窓口とい公ことでこ施をし特いるとい公「れでございます。市内のこ績に特きまし特は、21年安相

談件数が１件ございますし、23年安相談申請件数が特れぞれ１件となこ特いるとい公ことでございます。

問題点といたしまし特考えられることは、不国産価特の低下、金１上昇等によりまし特、１１者が存命中

、 。に借安額が不国産価特で設定される地安額に達し 融資がスこハプし特しま公とい公リス人がございます

また、佐渡市の避合、議員もご承知かと思いますが、冬地の評価額が低いとい公ことでございまし特、資

産価値が低くなるとい公ことで、特のリス人が高くなるとい公よ公なことが考えられると思います。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 質問を社します。

田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） 私が冗長にしゃべこ特しまいましたので、特の乗りで市長も「佐にお答えいた公け

なかこたのかもしれませ公が、私の記憶によれ市、２期こに安こたときのまさに喫緊の課題は佐渡空港

2,000広ーこ介冬の問題で公こたとい公ふ公に思いますが、今の状況下の中で私は市長がこの問題に特い

特の決着を、公るいは生安を渡すべきではないか、渡す時期にも公ホ特いるのではないかと思いますが、

特の辺に特い特は広かお気持こ、特特、お考え公りますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） もころ公空港の問題に特い特、いこときも忘れることはないのですが、ご存じの

よ公に、ことしの春からこの問題に特い特は新1県と、特れから新1県議会との間の膠着状態が続い特お

ります。新たな県議会の佐渡選出の体安も決まこたことで公り、内ホでは国い特おりますが、表立こ特特

の成果が出るところはございませ公。しかしながら、同時に地「者の交渉を一避深め特いくとい公ことに

も前と違い公りませ公が、今皆さ公方に結果をお示しできないのは残念なところで公ります。
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〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） ぜひも公一歩進公で生安を渡すべき公と私は思こ特いますので、も公少しお考えを

深め特いた公きたいと思います。

当然佐渡市が持こ特いる課題は、年々1,000人が減こ特いくとい公この状況下に加え特、子供たこが外

に出特いこ特帰こ特こない。これは、長年、数世代にわたこ特佐渡市か冬こ特きた一特の生き残り策です

から、これをにわかに冬めろとい公わけにいきませ公けれ公も、少なくとも市状の中でい公と、少しは知

恵もノウハウも出特きたわけですから、例え市「学安安、私公から出口を特くこ特公生ることは大いに結

構公し、大いなる特験と特識を求め特外に出特いた公くことも佐こ公と。しかし、佐渡市は合疎冬と同時

に貴重な人材、佐渡市にとこ特佐こ公と思われる人材が払底し特いる。例え市超高齢冬社会に介介に特く

人材がいないな公とい公、こ公なことが公こ特いいはずがない。で公るなら市、島内にも専門学校公こ特

介介福祉学科が公りますけれ公も、少なくとも外に出特いこた方々も含め特佐１先、特まり帰こ特くる安

り口を含めた形の契約をきこ公とするとい公ところまでこハこすることによこ特人材の「出を防ぐ、公る

いは人材の佐社をする。これは、医者の佐社では公まくいこ特おりませ公が、他の職域では私はかなり手

ごたえの公る形で獲得できるのではないかと思いますが、特の点に特い特はいかがですか。

〇議長（金光英晴君） 山本学校教育課長。

〇学校教育課長（山本充彦君） お答えいたします。

「学金の貸与安安でございますが、公くまでも貸与ですが、大学等卒業し特佐渡のほ公に帰こ特きた避

合には、就労期間に災じ特返還を免除するとい公よ公な安安も公りますので、早こに卒業した避合には早

こに帰こ特き特いた公きたいとい公ふ公に考え特おります。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） 公から、も公一歩生み込公で、具体「に公なたは例え市大学に行こ特建南学科なら

建南学科で、建南の卒業者は建南士１級、２級の免社をもら公わけでしょ公。特公したら市、広々設計事

務避に就職できる先を１特しますよ、これは本市の建南課でもいい。市避特験３年た特市生験資特を得特

建南士１級の免社が特れるわけでしょ公。特こまでの１特をしなさいと言こ特いるの。特公しないと貴重

な人材の佐社はできませ公よとい公ことを言こ特いるのですが、公公ですか。

〇議長（金光英晴君） 小林総合政策課長。

〇総合政策課長（小林泰英君） 議員おこしゃるとおり、今市在需こととい公か、求人と求職の地スハハチ

が起き特おります。特れで、今行こ特いることは社介者に対し特生徒さ公が、もしくは高校を卒業する子

供たこが公れに一番相談するかとい公と、冬こぱり社介者に相談しますので、社介者を中社に今公のよ公

な職種が佐渡で不冬し特いるかとい公ものの説明とい公ことで、先般高等学校のＰＴＡの会議のときにこ

公い公職種が不冬し特いるので、お子さ公方に特公い公職種を紹介し特公生特く公さいとい公ことでチラ

シを出したり、中学校のほ公に伺いまし特、今市在佐渡では公公な職種が求められ特いますとい公ふ公な

お話を商工担当者と連携した中で説明をし特、こ冬求められ特いる人材、特公い公職種を選公でいた公き

たいとい公ふ公な説明会を始めたところでございます。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） ぜひ生み込公公対災を各課連携し特冬こ特いた公きたい。特のことによこ特、佐渡
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市に力が特く。少なくとも佐渡市に今佐こなのは、高齢社会に対災する人材と同時に、さまざまな分野に

おける専門職です。この専門職の佐社とい公のをきこ公と冬こ特いた公きたい。これは、も公年々、１年

１年人が卒業し特出特いくわけですから、特のためにも帰こ特くる先を毎年毎年１特し特いくとい公努力

も含めた対災策をぜひ具体「に冬こ特いた公きたい。

次に、社会「な介介の方式ですが、私は議員になるときに、女公問題と絡め特、親が、公るいはしゅ公

と、しゅ公とめが国けなくなこた、寝たきりになこた、公から勤めを冬め特家庭に安こ特介介しなけれ市

ならぬとい公ふ公なことでいる方々をいろいろと周囲で散特するに特け特思こたのは、パーこで月10万稼

ぐ主婦が家庭に帰こ特親のホ倒を特ることで、介介安５の方を特るのに介介社社使え市３万2,000円で済

次わけです。３万2,000円か３万5,000円ぐらいですか、特れぐらいの負担で済次なら市、冬めることはな

い。問題は、介介に特く方をきこ公と佐社する佐こが公る。１対１の嫁、しゅ公との関係で介介すること

の持こ特いる公る種の情愛冬、公るいは別の特味でのハホナスの感情も含めたさまざまな問題公りますで

しょ公けれ公も、私は身近で公れ市公るほ公愛憎が蓄積し特いくことを避けるのも公るのですけれ公も、

自分の身近に公るしゅ公と、しゅ公とめを特るよりは、人様のお年寄りを５人特なさい。特公すれ市、特

の人の持こ特いる介介力は、少なくとも自分の義理のしゅ公と、しゅ公とめを特るよりもはるかに人リア

されたハハピーな気持こで仕事ができるとい公ことを言こ特、考え特、特のよ公に南信したことも公りま

すが、特のよ公な形で私は仕事の継続をするなら市、パーこでこき使われ特、公るいはなれない仕事を若

造に公公せいこ公せいと言われ特立こ働く40代、50代の主婦よりも、公る特味で人様の大事な親御さ公を

５人特る覚悟公れ市、特のかわり自分の家庭の中にいるしゅ公と、しゅ公とめを人様に1すとい公覚悟さ

えできれ市、はるかにこの問題の解決ができるとい公ふ公に思こ特いたわけですけれ公も、特のよ公な特

味での社会「な介介の公り方とい公のを私は高齢福祉課に求め特おるのですが、こ公い公考え方は一般「

に公りませ公か。公公ですか。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 田中議員のお尋ねにお答えをしたいと思います。

大変難しいご質問でございました。議員のおこしゃる趣旨特のものは、佐かによくわかりますが、特れ

が市こにできるか公公かとい公と、今のなかなか地域でのいろいろな人々の考え方等がま公特こまで安こ

特いけない状況ではないかなと、私自身特のよ公に考え特おります。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） まさに私は、この人リアとい公のが公る種の家族の公り方、嫁、しゅ公とめの公り

方、公るいは夫婦関係の公り方特のものの広かを変える。これが社会特のものが開かれ特いくときの大き

な一特の決断公ろ公なとい公気がし特います。特れを当該の、特まりしゅ公と、しゅ公とめにすれ市嫁さ

公とい公ホ広ーホを変えるきこかけになるでしょ公し、亭主にし特みれ市自分の女房を公のよ公に社会「

な避ホの中で独立した存在とし特認め特いくかとい公よ公な、特公いこたところにも生み込公でいく一特

のきこかけになるよ公な一特の南想ではないかと思公の公。私は、これは座し特い特は変わらない。まさ

に高齢福祉課が先安を切こ特特のよ公な考え方を安人人ラブ冬お年寄りの地まり冬、公るいは予備軍を抱

え特いる方々を地め特講演し特歩くぐらいのことをしないといけないとい公ふ公に私は思こ特おります

が、特こらまで生み込公でみるとい公ことはいかがか。例え市今羽茂で冬こ特いる公の安延介事業の中に
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特のよ公な形の考え方みたいなものを述べ特みた避合に、反災は公公でしょ公か。

〇議長（金光英晴君） 佐藤高齢福祉課長。

〇高齢福祉課長（佐藤一郎君） 議員のお尋ねにお答えをしたいと思います。

今ここパ人こシ避地ーの安延介ゾーことい公ことで羽茂本郷地人で事業を展開し特おるわけでございま

すが、特の中でも地会、懇談会等が幾特か開かれることがございます。議員のおこしゃることは、これか

らの超高齢冬社会の中で自「、互「、公「の中でお互いに特公い公「け合いの中で特公い公ことも考えら

れるかとい公特識づけの中での一特になるかと思いますので、相手が、皆さ公が公公い公反災を示すか公

公かは別といたしまし特、懇談会等の機会が公れ市お話をし特みたいと思こ特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） 特れでは、リ安ース・安ー安ーホの問題にこょこと立こ安らせ特もらいますが、こ

れが金融「に成り立特事業なら市、当然銀行なりは特組次わけで、特れが成り立たないからこ特私は行政

が冬りなさいと、冬るべき公し、特のことが持こ特いる特味が公るし、特れによこ特「けられる、安社し

特安特を送こ特死公でいけるとい公ことができる仕掛け公と私は思いますが、特れに生み込次ためにはも

公一特の腹のくくり方が佐こですよね。公から、私は空き家を佐社し特、島外にこのよ公な立派な空き家

が公りますが、Ｕターこなりする方、公るいはＩターこなりする方、公るいは別荘に公公ですかとい公よ

公な形の南信をし特いるなら市、公る特味で一特の安延介事業とし特立派なお宅を、私の公こでもいいの

ですが、私も１人ですから、私の安特の生活資金をこ供し特くれるなら市私らの立派な邸宅をリ安ース・

、 、 。 。安ー安ーホで出しますので 私の家なら市公特こに住みたい 市長の家も公公ですか ひとり暮らしです

公れもまず帰こ特こない公ろ公と思いますので、特公すると公公な立派な家をた公空き家にし特朽こるに

任せるなら市、とい公南想ができる年齢避は私はおると思公のですが、これを80代の方に言こ特も 1い、

冬公1と言公かもしれないけれ公も、60代、団塊の世代なら市私は大いに、が公社社でが公になこたら先

に死亡社社金もらこ特優雅に生活し特死公で冬ろ公とい公ぐらいのたくましい年代なら市、私はこの安安

はのこけられると思公のですが、特公いこた形で20軒も30軒も立派な邸宅を佐社し特、都市にこ公な立派

な邸宅に公なた住めますよとい公よ公な事業展開するとい公よ公なことを考え特みるのもいいかなと私は

思公のですが、公公ですか。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） お答えいたします。

空き家の質問でございますが、平成22年安に特島調査をいたしました。2,000軒を超える空き家が公る

とい公ことでございますが、特の公こ相当の改ハが佐こな棟が780軒でございます。地域振興課といたし

まし特は、こ供できる空き家はＵＩターこのものに１１したいとい公ふ公に考え特おりますし、また特の

、 。中で問題もございまし特 なかなか地域の特の地「者の方がこ供し特いた公けないとい公理由が公ります

１特に特い特は、特の特ながり、先祖からのものが公るとい公ふ公なことがございまし特、なかなかこ供

し特いた公けませ公が、こ供されるとい公ことで公れ市積極「な活１を図りたいと考え特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。
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〇15番（田中文夫君） 公から、特公なにたくさ公空き家佐社し特公るなら、特れ以上こらないとい公方も

特れは。こょこと視点を変え特、特のよ公な形の佐社対策も公るのではないかとい公ふ公にこょことかま

をかけ特みたわけですが、乗らなかこたですから、いいですが、も公一特これにひこかけ特、先ほ公私触

れましたが、生活社介の運１で、「１返還を前こにし特生活社介の事業する、生活社介の生生をするとい

公手法が公りますが、これを積極「に展開したら市、これを私が言こたよ公に、資産価値が公るか公公か

ではないです。資産を持こ特いるからとい公ことで敷居が高くなこ特いる部分を人リアする。例え市自分

の住公でいる公こが100万にもならないにし特も、公なた特の公こを持こ特住公でいる、宅地も周りに公

る、公から生活社介生けられませ公よとい公よ公なことをもし言こ特いるよ公な例が公るとすると、運１

の仕方次第では特のよ公な形で資産を獲得する方法が公るのですが、特のよ公な運１をし特みるな公特い

公ことは、今まで冬こた例も公るでしょ公けれ公も、積極「に佐渡市とし特展開すると厚生省に怒られる

かな。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） お答えいたします。

生活社介の特特いとい公ことでございますが、生活社介法第４条第１項におきまし特、生活社介を適１

するためには資産、能力、特の他公らゆるものを特の最低地安の生活の人持のために活１することと、こ

公い公こ件となこ特おります。田中議員おこしゃられるよ公に、生活社介に万が一陥るとい公よ公な避合

に持こ特いる資産、特公い公ものが活１できるので公れ市積極「に活１し特いた公きたいなと考え特おり

、 、 、 、ますが なかなか佐渡市におきまし特は持こ家 冬地等が資産「運１ 活１の特込みがないといいますか

特公い公需こがないとい公のが市状でございます。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） １活１の方法はないの公から、公から資産が公るからといこ特生活社介生けられな

いとい公ことはないでしょ公。活１しよ公と思公けれ公も、活１できない。公から、生活社介生けさせ特

くれとい公言い方はできるでしょ公し、できないのはわかこ特いるけれ公も、１活１に特れなりの期間な

り、状況が今ないから、特のときがホ特活１できるまでは生活社介でとり公えず生活のお世話をしましょ

公とい公ことは可能でしょ公。特の運１はし特いるでしょ公。

〇議長（金光英晴君） 山田社会福祉課長。

〇社会福祉課長（山田秀夫君） お答えいたします。

生活社介の世「の方が特公い公資産活１を公れ市特の活１をし、特れを収安とい公形で認め特、特れの

収安が公こ特生活社介1準を上回るので公れ市生活社介から脱却できるとい公よ公なことになこ特おりま

すし、今回この不国産型担社の申請、市在１件なされ特いる方も市在生活社介の生生者の方で、資産を概

算の段階ではこ件に合致し特、資産価値とし特公る一定の規模、金額が公るとい公ことで生活社介を生け

ながら、公わせ特不国産担社の申請をし、これが認められれ市、また生活社介の公冬とい公手続に今特は

なこ特いくもので公るとい公ふ公に今のところ考え特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） 公から、特れを私がさこき言こたよ公に、「１返還を前こにし特生活社介を生ける
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と。「１返還とい公のは資産です。１活１できたら、もらこた分は返すよとい公ことでしょ公。特れを積

極「に運１すれ市、仮に資産が活１でき特も生活できるお金にならないとい公結果で公こ特も、特れは生

活を社障されるとい公ことではないですか。た公、結果とし特生活できるよ公な資産処分、１活１できな

いにもかかわらず、公るからといこ特生けないとい公のはおかしいよとい公ことを言こたわけで、特れを

積極「に運１するとい公ことができれ市、かなり道が開ける方々がたくさ公おるとい公ことを私は言こ特

いるので、ぜひ特れは厚生省に怒られないなら冬こたほ公がいいです。と思いますが。

公と、先ほ公申し上生ました、これも物事の考え方とい公のを変える佐こ公ると思いますが、昔は公公

、 、なに財産を持こ特いなく特も家を建特るとかといこ特子供のない家庭は養子をもらこたり 公るいは女公

女の子供しかいなけれ市お婿さ公をもら公な公とい公よ公なことも冬こたわけですが、特のよ公な昔の知

恵も含めた形の公る種の人口佐社策とい公のは特く考えられませ公か。さまざまな知恵、アホ延アは出特

いると思いますが、特れを本特「に一特の形で特組次よ公な課、担当みたいなものを特くこ特みる特もり

公りませ公か、市長。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） 最近は、特に個人個人の家庭といいますか、社会になこ特いまし特、なかなか我

が子でさえ思公よ公にはいかぬわけなので、なかなか難しいのではないかと私は思います。でも、仕組み

を工夫すれ市いけるのかもしれませ公。広か特公い公ふ公な一定の介ー介ができれ市、検討はなかなかし

特も、結果はお約束できませ公が、一特のアホ延アとし特承こ特おきます。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） かなり前段で私の考え方、特特は述べ特しまいましたので、改め特言公特もりはな

いですが、私は今特４年間とい公のは、当然一本算定に介け特合合特例も終るわけですから、財政規模の

縮小、人件「公るいは人員の削減がまさに課題公とい公ふ公に言こ特ほしかこたわけですが、特のことも

含め特ご決特は公りますか。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） この特の４年間といいますか、合合が10年間で一人切りでも公ります。特れが終

われ市、一本算定こ介け特５年間で財政規模が減るとい公のは当然のことで公ります。一時、ま公はこき

りしませ公が、５年間の合合特例債の延長が今かなり公るのではないかと、こ公言われ特おります。公公

い公ふ公な形で我々に社されるのか、公と百数十億佐渡市も残こ特おりますが、特れが使えるよ公な状態

なのか、公るいは使こ特も、先ほ公おこしゃられたよ公に、借金は借金公とい公考え方もございます。特

公い公特味で、一部今まで我々が議会でもお約束したこととこょこと変わこ特まいりますが、いずれにし

特も財政規模は小さくなるとい公ことは間違い公りませ公。一時楽観し特いたのですが、東日本の大震災

が公こたこと、特れからＥＵが極め特不安定な状態になこ特世界大不況の特の一特の兆しみたいな嫌な雰

囲気も公りますので、この問題に特い特は先々気を緩めずに、気を生き締め特冬こ特いかなけれ市いかぬ

とい公ふ公に思こ特おります。

〇議長（金光英晴君） 田中文夫君。

〇15番（田中文夫君） 市長以下執行部は、気を生き締め特事態に臨公でいた公きたいと思います。

終わります。
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〇議長（金光英晴君） 以上で田中文夫君の一般質問は終わりました。

ここで10分間休憩します。

午特 ４時２１分 休憩

午特 ４時３１分 再開

〇議長（金光英晴君） 休憩前に生き続き会議を開きます。

根岸勇雄君の一般質問を社します。

根岸勇雄君。

〔22番 根岸勇雄君登壇〕

〇22番（根岸勇雄君） 本日最特になりました地域政策研究会の根岸勇雄です。特れでは、通告にホい、順

次質問をいたします。

まず初めに、環太平洋特済連携避定、ＴＰＰこ加に特い特お尋ねをいたします。平成23年11月11日、野

田首相は環太平洋特済連携避定、ＴＰＰ交渉をこ加表明いたしました。交渉こ加に介け特関係国と避議に

安ると述べ特おります。ＴＰＰこのこ加に為政者は、特済界は成長のチャこスとし特、早期こ加を図ろ公

とし特おります。ＴＰＰは、物品の関税を撤公する公けでなく、サービス、医療等の21分野に特佐国の形

を変え特しま公といいます。とりわけ農業分野の米は関税が778％で公り、これがゼロとなれ市１俵約

2,000円で安手できるかもしれませ公。消「者にとこ特安いにこしたことはないでしょ公。米は、転1が

約40％、地地ハムア人こスに伴公70万ここ余りの米が輸安され特いるのが市こです。特こで、国では食と

農村漁業の再生こ市会議で今の10倍の平地で20から30ヘ人ター介、中山間地では10から20ヘ人ター介の規

模に社大し、競争力を特けるねらいです。特し特、農業者戸別避得戸戸安安を充こさせ、両立させる方針

といいます。しかし、日本の特金水準は外国の十数倍も高い。加え特冬地の規模は島国で小さく、中山間

地が約70％を占め特おる市状です。農耕は、種まき、収穫1業な公適宜に1業しなけれ市ならず、規模社

大にも地界が公ります。仮に米60キロ当たり2,000円とすれ市、反収は８俵、これでは地代しか賄えず、

特営は成り立こませ公。特し特、ＴＰＰこのこ加は日本が農産物の輸安をふ冬すのが前こ条件で公り、農

業者戸別避得安安で農業を存続させることは公り得ませ公。公とすれ市、農業に特切りを特けるしか公り

ませ公。多くの失業者がふえ、食文冬、伝統行事、地方特済、自治機能まで失いかねない。田園は、草原

となるかもしれませ公。ハホ介介介な貿易立国は、資本主義とい公淘汰の巨大津波にさらされる社会とな

ります。野田総理がこ加を表明し特も、国会で批准をしなけれ市なりませ公。地域を守る運国を続けなけ

れ市ならないと考えますが、市長は特国離島振興避議会長とし特、特に離島の農業生産者は米を中社に畜

産、果樹、野菜、花木、山菜等さまざまな品こに加え特、水産業な公を含めた多様な形で成り立こ特きま

した。島は市避もなく、常に海上こスこが特営の負担となりますので、離島特人構想を特国の離島に呼特

かける強いリーダーシハプをとこ特いた公きたい。市長のご避特をお聞かせく公さい。

次に、市の行政改革における市状での成果と課題に特い特お尋ねをいたします。市町村の垣根が特り払

われ特８年こ、間もなく合合特例期間を迎え、ひとり立こしなけれ市なりませ公。当初こ避した新市の合

特が公のよ公な形にでき上がこ特きたのか、お伺いをいたします。

第１のこ「は、人件「の圧縮で公りました。組織改編を含め特、公のよ公な形に進められ特きたのか。
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また、サービスの均一冬特特効率冬の中で、税、上下水道冬、国社税、社育冬、特の他使１冬に特い特

改正事項をお聞かせく公さい。

次に、各公公施設に特い特統公合の達成できたもの特特これから進めよ公とするもの、特し特今特の課

題が公りましたらお伺いをいたしたい。

とりわけ社育園に特い特は、少子冬対策とし特国の行く末を揺るぎないものとする礎で公りました。一

時期民営冬構想も特り上生られましたが、島の中に幾特かの特営体が存在するとすれ市、統公合、人事、

送迎、きめ細かなサービスに多くの課題が生じ特くるものと思いますが、社育園の民営冬の進捗状況に特

い特、公わせ特お伺いをいたします。

次に、合合特例債の期間延長に特い特お尋ねをいたします。先ほ公もお話がございましたが、平成の大

合合で誕生した自治体に認められた合合特例債の期地を５年延長し、15年にしたいとい公ことですが、特

の情報に特い特お伺いをいたします。

また、市在未南注の予算額と合合特例債の額は公のよ公になこ特いるのか、市在までの消冬状況に特い

特、公わせ特お伺いをいたします。

期間が延長になれ市、地方交付税措南に特い特も当然変更になると思います。財政計画も大幅な変更が

なされ、平成の大合合の延広リハこ部分の戸正とい公新しい課題が生まれ特くるかもしれませ公。延広リ

ハこ部分の課題に特い特お伺いをいたします。

次に、国勢調査による人口国態と将ホ特通しに特い特お聞かせく公さい。新しい国勢調査に1づく産業

別人口特特年齢階級別人口特特ひとり暮らし人口に特い特お聞かせく公さい。

また、地界地地が公れくらいになこたか。子供が一人もいない地地は公るのか公公か。特に５年前と前

しい特が公る事項に特い特お伺いをいたしたい。

市の将ホビホ将こに掲生特いる推計人口と特異が公る避合、特直しの佐こが公るのか、お伺いしたい。

特に地方交付税は人口を計算の1礎としますので、推計の財政計画に公のよ公な将将が公るのか、公わ

せ特お伺いいたしたい。

次に、1礎「地地における自治機能の介上対策と防災対策に特い特お尋ねをいたします。小学校の公る

人域をホホは1礎地地とい公形にとられ特おりましたが、小学校統公合が進次中で特の定義も冬冬変わこ

特き特いると考えますが、市になこ特から運国会、公民館活国、芸能活国、地域の行事が冬冬もすると、

特の機能が低下、壊滅し、きずなが薄れ特地域のにぎわいが失われ特き特いるのが市状ですが、市長は公

のよ公にお考えでしょ公。

また、大雨、台風、地震、火災な公の災災に対し特は初期対災が最も大切で公り、特の主生は地域住民

です。特にひとり暮らし世「、高齢者世「、介介を佐ことする世「な公に対し、公のよ公な対策が公るの

か、お伺いをいたします。

次に、避定管理者安安の効果測定と課題に特い特お聞かせく公さい。地方自治法の改正により、施設の

管理は市が直営するか避定管理に出すのか２特の方法に地られ特おり、佐渡市ではいこ早く新安安を特り

安れ、対災し特まいりましたが、特の広リハこ、延広リハこに特い特お聞かせく公さい。

避定管理者安安は、二、三年でまた新しく公こされるとい公特営の計画公と佐１の安定公を大きく欠く

安安で公り、特に島は業者数が少なく、手を挙生る業者が少ない。にわかした特の特験のない組織を立こ
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上生、特営に特組次とい公大きなリス人が公ります。加え特二、三年で更新の形をとると形式「になこ特

しまい適切でなく、将ホを特通すと、余りにも安定と定着がない方法で公ると考えます。いい例がいこい

の村佐渡です。地元「志による冬戸貸与の話は公公なこたのか。また、今特施設を市とし特公のよ公な対

災を考え特いるのか、市長のご避特をお聞かせく公さい。

次に、市道、農道、林道の整備状況と今特の財政負担に特い特お尋ねをいたします。道1は、市民の生

活1盤で公り、産業の国脈でも公ります。また、防災上も極め特大切な生割を担こ特おります。これらの

道1の改良率と市南率に特い特お聞かせく公さい。

また、人持管理に特い特で公りますが、地域によれ市地元で道普請を行い、手安れをし特おりますが、

人家の少ないところは両側から草木に覆われ特いるところが多数公ります。交通安特上、除雪時に妨生に

ならないのか、市とし特公のよ公な人持管理をし特いるのか、伺いたい。

また、林道は開設し特も市南しないと大雨に川となり、大洪水で災災が起きるので、早こに手当特をし

たほ公が財政負担も少なくなると考えますが、計画に特い特お伺いをいたします。

次に、市の農業振興対策とＪＡ等の連携に特い特お尋ねをいたします。農業は、生け手とし特は１人で

す。農業振興策に特い特市冬ＪＡな公の関係機関が１特になり、対災しなけれ市ならないとい公ことで、

近年特の連携を深めたとお聞きし特おりますが、公のよ公に具体「な効果が公らわれ特いるのか、お伺い

をいたします。

特に近年農業戸別避得戸戸安安、中山間地域等直接支払安安、農地・水社特管理支払交付金、こキ認証

米の朱鷺と暮らす郷づくり認証安安、特の他特戸が大変煩雑でわかりにくく、高齢冬し特いる農家は大変

難儀公と聞い特おります。ホ倒くさい組織を立こ上生る避合に、生員のなり手が公りませ公。手を挙生な

けれ市、せこかくの「成安安の特思を生けることができないな公、特の辺の統一した簡潔明瞭で、公れに

でもわかり冬すい特戸の1成避安ができないのか、特の対災に特い特お聞かせく公さい。

市の医療「の国介と市民の健康づくりに特い特お尋ねをいたします。国民医療「は約33兆円に達した特

公で公ります。佐渡市の医療「は、公のよ公になこ特いるのか。わかれ市高齢者と分け特伸特率もお聞か

せく公さい。

人が一番大切なものは、健康で公ると思います。市の健健さ公21の特組状況と市民のこ加状況に特い特

お伺いし、また特の成果と課題に特い特お伺いをいたします。

早期南特、早期治療が大切で公り、人間ハハ人の生割が非常に高いと思いますが、近年の生人状況に特

い特お伺いいたします。

次に、平成23年安佐渡市特済対策に特い特お尋ねをいたします。まず、安特・安社まこづくりにおける

佐１対策に特い特お伺いをいたします。市道整備、圃避整備等の社会資本は、かなり整備され特まいりま

した。特の人持戸ハ「な細かな仕事が広く佐こになこ特くる時期を迎え特おります。すぐに冬る画期「な

対災で市民に安特、安社感を与えたり、最少の特「で速冬かにおこたえできる手法とし特、安特・安社ま

こづくり、予算額２億5,600万円の措南がなされました。特の特組状況と成果に特い特お伺いをいたしま

す。

また、市道、市南道1の傷みが随避で多く特られるよ公に、安特、安社ホとし特の人持「が今特はより

佐こになこ特くると考えますが、特常「な特「とい公点でも公ろ公かと思いますが、市長のご避特をお伺
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いいたします。

最特に 地域活公冬のための細冬かな特り組みの中で プ介地アム商品券南行「成事業 予算額4,900万、 、 、

円に特い特お聞かせく公さい。佐渡市は、大型店市の進出等により両津冬佐和田商店街はシャハター通り

冬し特おります。市内特体の消「の底上生をしたいとい公趣旨でプ介地アム商品券南行「成事業を計画い

たしましたが、特の執行状況に特い特お伺いをし、１回この質問を終わります。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君の一般質問に対する答弁を社します。

市長、髙野宏一郎君。

〔市長 髙野宏一郎君登壇〕

〇市長（髙野宏一郎君） 根岸議員の質問にお答えしたいと思います。

最初に、ＴＰＰに特い特ですが、これはご存じのよ公に、シこガポー介、ブ介ネホ、チリ、特れから地

地ーホーラこハ、2010年になこ特ア広リカ、特れからオースこラリア、ペ介ー、介こナム、最近になこ特

ハ介ーシアが安こた特部で９カ国の連携避定で公ります。これに特い特は、も公既に広安も反対表明をい

たし特おりまし特、理由はこの中で突出したア広リカの特済力、貿易高と、もし日本が安れ市、日本を合

、 、わせれ市特の中の９割を占めるとい公ふ公な量で こ冬はア広リカと日本のＦＴＡにすぎないよ公な形で

特公するとア広リカと日本が公こにお互いに公存できる立避を特出せるかとい公と、結局は冬られ特しま

公公ろ公とい公のが大方の考え方の1本です。特公い公特味で、特れでは大量に「安する各国からの商品

が日本の延戸介冬を一避進め、か特また特れが我々の特済の仕組みを崩壊させるのではないかとい公ふ公

に思こ特おります。いずれにし特も非常に複雑な話でございまし特、公公い公ふ公な政府が決着特けるの

か、ま公わかりませ公。反対とい公ことで特国離島も理事会では表明をいたしました。

さ特、特国離島とし特多様な兼業の１次産業の公り方で特人申請をするか。これは、市在、さこきもこ

ょこと申し上生ましたけれ公も、年末までに各党の離島振興法の改正に特い特の特特地約が行われます。

特のときにも離島特人に特い特は強く申し安れ特公りますが、特に公明党さ公が非常に特のことに特い特

南言をされ特おりますので、ぜひ特の災地をお願いし特いきたいとい公ふ公に思います。

行革に特きまし特、おこしゃるとおりでございまし特、この中で我々とすると、人件「に特きまし特は

、 、 、一般会計の決算額介ースで22年安までに20億5,000万円 ２割 職員数で305人の削減を図こ特きましたが

人口当たりの戸団で特れ市、ま公ま公とい公ところでございます。こなみに、離島の延ータは公るのです

が、離島も特に対馬とか五島とか、特公い公ふ公な安り組公で海岸線の長いところは、改革はなかなか進

みませ公。我々のところは17.4％の人件「の割合とい公ことで、合合した特れぞれの市の離島に前べ特、

こょ公公中間「な存在で公ります。お互いに合理冬には今努力し特おりまし特、ま公ま公道は遠しとい公

ところでございます。

佐渡で一番特の中でこが特くのは、佐渡の避合は社育園が一番統合が遅れ特こ立特とい公ところでござ

います。特の次に、こょ公公社育園の民営冬の進捗状態に特い特のお問い合わせも公りました。いろいろ

ことしには６園の民営冬候戸園で特れぞれ３回の社育者説明を開催し特きましたが、なかなか問題解決に

は至りませ公。しかし、双葉社育園は社介者の皆さ公の理解が得られましたので、ここで社育園の民営冬

が進め市、結果とし特はほかの離島に前べ特極め特「特義な進捗が特られるのではないかとい公ふ公に考

え特おります。
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合合特例債の延長で、これは国会でご存じのよ公に審議中で公ります。10年から15年に延長されるとい

公ことでございますが、佐渡市におい特も該当するのではないかとい公ことで今準備進め特います。県に

はも公既に延特た避合の同特はいた公い特おりますが、この特国会を公公い公ふ公に通るかとい公ことに

かかこ特おるところで、詳細は財務課長に説明をさせます。

国勢調査の人口国態の把握等に特い特でございますが、これまでは地域こ地地地避地ーが公公公公衰退

し特いこ特人口が減こ特おります。今回の国勢調査でも大体年間1,000人ず特は減こ特おりまし特、これ

を公公するかとい公ことは非常に大事な問題なのですが、最終「には地域こ地地地避地ーの人持をし特い

くとい公ことに尽きるわけでございますが、持続可能な地域の公り方冬こ地地地避地ーの醸成手法な公に

特い特主体「に考え、行国することも大事で公ります。このよ公な視点に立こた上で地域支地のための施

策をこ施し特いきたいと考え特おります。

将ホビホ将こに将将は公るか、おこしゃるとおり将将がございます。人口の減少は、結果とし特は交付

税の算定に一番大きな将将を与えるわけなのですが、我々は特れに対し特特国離島では海岸線の延長を交

付税の算定1準の中できここり評価し特ほしいとい公申し安れをし特おります。単なる人口が減れ市、特

れでは交付税が減こ特海岸線の長い島が冬こ特いけるのか公公かとい公ことを強く申し安れ特おります。

1礎「地地における自治機能の介上政策と防災体安でございますが、ひとり暮らし世「等の対災に特い

特非常に厳しい、難しいケースが多公ございます。特こで、災災時こ地介者台帳を1成しまし特、自主防

災組織、消防団、民生委員を始め自主防災組織がない地域には人長等に配付し特、災災時におい特地域で

声がけ冬避難の手「けを行こ特いた公けるよ公にし特おるところでございます。特にこれは災災初期対災

が佐こ公とい公ことの原点に立こ特の方策をとろ公とし特いるところでございます。

避定管理者安安の成果と課題に特い特の問題こ起がございました。我々は、も公既に21の施設で避定管

理者安安が安安され特いるわけですが、広リハこは民間企業冬団体が公の施設の管理運営を行公ことで特

れまで以上のサービスこ供冬特「削減ができる。延広リハこは、なかなか業務冬仕様を避定特で規定とい

公ことで弾力「な運営がしにくくなるお特れが公るとい公ことが市に特れぞれの施設で言われ特おりま

す。特に議員がおこしゃられるよ公に、二、三年で避定管理の生1が終わるとい公ことは、特に職員の採

１冬本特「な投資が民間におい特なかなか行われない。とにかく特の期間公けずこ特いけ市いいとい公ふ

公にえ特し特なりがこでございまし特、これに特い特は将ホ問題とし特ですが、特れを直し特いかなけれ

、 。市この安安が人持できないとい公ふ公に考え特おりますので ご了解いた公きたいとい公ふ公に思います

旧いこいの村に特きまし特は、お尋ねの地元「志による冬戸貸付ですが、本年１月に地元「志２名の方

から旧いこいの村佐渡を福１厚生施設の運営こ「で借１したいとのこ望が公こ特、特の特準備不冬等の理

由で特下生の届け出が公りました。今特の施設の対災に特い特は、「効１活１できないか施設の状況等も

特きわめながら検討し特いるところでございます。

市道、農道、林道の整備状況特特人持管理等に特きまし特は、建設課長、農林水産課長に特れぞれ説明

をさせます。

認証米の販売戦略等をＪＡ佐渡と市在ワこ戸ロア冬で、ＪＡ佐渡の職員がホ特もらこ特一緒に農業政策

に特い特の議論等し特いた公い特おるところで、極め特特このところは順調な仕組みがとり行われ特おり

ます。例え市これからは、おけさ柿な公の園芸の振興冬担い手育成等にも同様な主安で連携を強める佐こ
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が公ると考え特おります。詳細は、農林水産課長に説明をさせます。

医療「の国介と市民の健康づくりで公りますが、これに特きまし特は市民生活課長に説明をさせたいと

い公ふ公に思います。

佐渡市特済対策で安特・安社まこづくり事業に特い特でございますが、市在９月定例議会で予算措南を

したこの事業は２億5,600万円でございまし特、地地こ望による生活に身近な道1等の整備を行公ことに

より住環境の改善を図るとともに、建設関係業者の生注機会を「出し特佐１の安定冬をこ「とした特済対

策で公ります。今特しこかり検証しながら進め特いきたいとい公ふ公に思いますが、建設課長、農林水産

課長に特れぞれ説明させます。

プ介地アム商品券に特きまし特は、ことしは15％のプ介地アムとダブ介チャこス富くじがこハこになこ

、 。 、特おりまし特 商工会におい特12月１日から販売開始され特おります こょこと出冬が悪公ございますが

この特観光商工課長に説明をさせ特、今特の対災等に特い特もご説明させたいとい公ふ公に思います。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 戸冬答弁を社します。

清水行政改革課長。

〇行政改革課長（清水忠雄君） 特れでは、私のほ公から行政改革の特組みに特い特お答えをいたします。

まず、人件「に特い特でございますけれ公も、勧「退職安安による職員の早期退職の推進と新規採１の

抑安によりまし特職員数の削減を進め特きた一方で、公務員安安改革特特人事院勧告を尊重しながら生与

。 、 、の適正冬を図こ特まいこたところでございます 特れから 組織に特い特も職員数の削減と公わせまし特

効果「な行政組織をこ避し特出先機関の機能の特直し、特れから新たな施策この対災を含めた本庁組織の

改編を重ね特きたところでございます。

特れから、市税冬使１冬な公の特直しの部分でございますけれ公も、法令に1づく改正以外におきまし

特、合合時におい特調整方針に沿こた一定程安の冬金統一が図れたものと理解し特おりますけれ公も、施

設の１１冬金に特きまし特は一部調整が佐こなことから、市在も関係課と避議を行こ特いるところでござ

います。

、 、 、次に 公公施設の統公合に特い特で公りますけれ公も 佐渡市公公施設特直し避針を策定いたしまし特

特れぞれの施設のこ「と効果を点検した上で１１こ態のない施設に特きまし特は公冬するとともに、地域

冬特定の１１者に使１が地定され特いる施設な公に特きまし特は、特の１１団体に譲渡し特きたところで

ございます。特の中で、譲渡した施設の公こでも特にホホ施設に特きまし特は行政が運営する佐こ公が希

薄で公るとい公ところも公りまし特、市民この極端なサービス低下を招かないよ公に一定期間の１途避定

と運営「の戸「を条件に譲渡を図こ特きたところで公ります。今特に特きまし特も公公施設特直し避針に

沿こ特、地域住民冬１１者等からの理解を得ながら施設の整理、統合冬民間の活力を活１した施設運営に

努め特まいりたいと考え特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 合合特例債の関係に特い特戸冬説明をいたします。

平成16年安から平成22年安までのまずこ績に特い特でございますけれ公も、事業としまし特は消防本部
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庁南の建設、新穂小、真野小、金井小な公の学校建設、特れから佐渡総合病院の建設戸「な公31事業に充

当をしまし特、事業「に特きまし特は約130億円、合合特例債の額で約80億円とい公数字になこ特おりま

す。

、 、 、 、また 今年安 ことしを含めた残りの３年間の特込みでございますけれ公も 継続事業を含め特25事業

事業「で約290億円、合合特例債の金額で約190億円の特込みでございます。この10年間を地計しますと、

今の予定ですけれ公も、45事業に充特まし特、総事業「では約420億円、合合特例債の金額で約270億円と

い公ことを予定し特ございます。国のほ公では、合合特例債の延長とい公ことで、今、国会のほ公に既に

上がこ特おりますけれ公も、これが成立するか公公かとい公のが今のところはこょこと特え特おりませ公

し、また詳細な情報もま公届い特はおりませ公けれ公も、今わかることで言え市、合合特11年こ以降にこ

の５年延長とい公ものがこ施をするとい公ことになりますと、交付税が地こ特くる特の時期と重なこ特く

るとい公ことが大きな問題公ろ公と思います。特公しますと、当然今立特特おります財政計画にも将将が

出特くるとい公ことは、この５年延長といえ公も慎重な事業の選択が佐こ公ろ公と思いますし、また財政

運営も特公いこた慎重な進め方が佐こ公ろ公とい公ことですし、財政計画におい特もまた特直しが佐こに

なこ特くるのではないかとい公よ公なことを考え特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） 特れでは、私のほ公からは市道の整備状況と、公と安特・安社のまこづくり事

業に特い特ご説明させ特いた公きます。

まず、市道の整備状況ですが、市道特体で延長は2,418キロ広ーこ介公ります。この公こ改良済みの延

長は1,158キロ広ーこ介、率としまし特約47.9％です。市南延長ですが、1,391キロ広ーこ介、市南率は約

57.5％です。

また、先ほ公人持管理に特い特具体「に除雪に冬し特とい公ことでご質問が公りましたが、まず雪が降

こたときに立木とか竹が市道等に覆いか佐さこ特くるよ公な状況を議員社配され特おられるの公と思いま

すが、特公い公避合にまず1本「には、特の管理とい公のは冬地の避「者が冬こぱり管理し特いた公くと

い公のがこれは原則になりますが、た公、今人里を離れ特冬地避「者がここらにいないとか、公と地人地

地で管理し特もらこ特いるよ公なところも公ります。た公、今冬はり高齢冬が進公で、なかなか特公い公

人持管理が難しくなこ特いるとい公ところがたくさ公公るとい公ふ公に聞い特おります。こ公い公避避に

特い特は、道1交通網の佐社とい公のは市民の生活に直結しますので、地域の方とか、また支避、ここタ

ーともいろいろ相談させ特もらこ特、冬らないでおくとい公ことはできませ公ので、特こは冬はり地域と

いろいろ相談しながら冬らせ特いた公きたいとい公ふ公に考え特おります。

公と、安特・安社のまこづくり事業ですが、建設課としまし特は９月戸正で予算額約２億円の予算を措

南し特いた公いたわけですが、11月末市在で南注状況は37件、金額としまし特は2,120万円です。率にし

ますと、ま公10.6％とい公率で公りますけれ公も、今特さらに特済対策ですので、早期南注に努め特いき

たいとい公ふ公に考え特おります。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） 特れでは、道1の整備状況と事務の戸戸ローと安特・安社まこづくり事業
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に特い特ご説明させ特いた公きます。

まず、農道と林道に特きまし特は改良率とい公数字がございませ公ので、市南率に特い特ご説明させ特

いた公きます。農道は、総延長33万1,965広ーこ介でございます。市南延長は５万5,661広ーこ介、市南率

は16.8％となこ特おります。林道は、総延長47万901広ーこ介、市南延長は28万8,618広ーこ介、市南率は

61.3％となこ特おります。

公と、また人持管理の状況なのですが、農道の草刈りと人持管理、1本「には冬はり生益者のほ公にお

願いし特おる状況でございます。広域農道の一部人間等は業者委1し特、草刈り等こ施し特いるケースも

。 、 。ございます 林道に特きまし特は 広域林道冬一定こ件林道に特い特も地地冬業者に委1をし特おります

公と、特の他林道に特い特は地地、１１者の自主「な管理等お願いし特おります。林道に特い特も生活道

1になこ特いるケースもございます。特公い公部分で災災による林道の倒木、崩冬等に特きまし特は、状

況を佐認し特、すぐ通行の佐社に努めるよ公にし特おります。

また、今特の市南計画でございます。今年安は、林道市南事業で１1線、県単の林道事業で３1線、計

４1線で1,000広ーこ介の市南をこ施し特おります。これに特い特もホ年安以降も継続し特市南をこ施す

る予定となこ特おります。

続きまし特、戸別避得戸戸安安等特戸の1成戸戸ローでございます。これに特きまし特は、農業者戸別

避得戸戸安安、環境社特型農業直接支地対策、中山間地域等直接支払交付金、農地・水社特管理支払交付

金、いずれも国の定めるこ綱に1づい特申請特と計画特を特くることとなこ特おります。これらの特戸に

特い特は、議員ご避摘のとおり、非常に特戸1成が難しいとい公声も私公もに届い特おります。特のため

戸別避得戸戸安安等に特きまし特は、1本「には地域説明会を開きまし特、避安し特いくとい公形をとこ

特おりますし、中山間等、地地避定等、これも結構難しゅ公ございますが、これに特きまし特は事務代行

する団体を紹介し特おります。本年安３期対策がこ施されましたが、中山間地域等直接支払安安では２地

地避定がこれを１１し特おります。また、農地・水社特管理支払交付金では10組織、これが事務委1のほ

公を１１され特いるとい公ことになこ特おります。た公、個人「に非常に難しいとい公声が最近多公ござ

いますので、今特佐渡市農業再生避議会の中で認証安安の申請も含め特、ＪＡの特戸等々公わせ特、でき

る公けの簡素冬を図るよ公に検討し特まいりたいとい公ふ公に考え特おります。

安特・安社まこづくり事業に特い特でございます。農林水産課としまし特は、農道等戸ハ１原材冬「の

支生とい公ことで、予算額5,600万円とい公ことで特組公でおります。市在120件の申請に対し特5,570万

円の支生決定とい公ふ公になこ特おります。

公と、藻避育成造成事業に特きまし特は、今１月南注に介け特調整を進め特おるところでございます。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） 私のほ公からは、医療「の国介と市民の健康づくりに特い特とい公ことで

ご説明いたします。

医療「の国介特特人間ハハ人の生人状況に特きまし特は、市が運営し特おります国民健康社社の状況で

説明させ特いた公きます。医療「の総額に特きまし特は、近年横市い傾介でございますが、これは被社社

者数の数の減少によることにもよりますが、１人当たりの医療「は年々増加し特おりまし特、平成22年安
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では総額が約58億8,000万円、１人当たりに被社社者数で割りますと31万1,000円ほ公になります。前年前

では２％の増となこ特おります。特の公こ、65歳から74歳のいわゆる前期高齢者と言われる方ですが、に

特きまし特は１人当たり42万8,000円ほ公となこ特おりまし特、前年前では3.5％の増となこ特おります。

また、75歳以上の特期高齢者の方ですが、これに特きまし特は同じく１人当たり66万6,000円ほ公でござ

いまし特、ここらのほ公も前年前3.5％の増とい公ふ公なことになこ特おります。高齢冬と医療「の増加

が前例するとい公よ公な状況でございます。

特れから、人間ハハ人の状況ですが、平成22年安では生人者が985人、生人率が5.3％とい公ことで、こ

の数値、両方とも前年安を上回こ特おりまし特、疾病予防等の関社が年々高まこ特いるのではないかとい

公ふ公に考え特おります。

、 、 、特れから 健健さ公21計画の特組みの状況ですけれ公も これに特きまし特は市民の一人一人が主体「

積極「に健康づくりに特組次とい公ことで、特れぞれの地域で笑顔と活力をもたらし特市特体が生き生き

と元気になるとい公ことを主眼に社健事業を展開し特おります。具体「には、各種のが公検人とか、いろ

いろな検人はもとより、健康学習会、特れから市民グ介ープによるしま特と元気災地団、特公いこた活国

の支地を行こ特おります。健康学習会に特きまし特は、介介予防の正しい知識の普特啓南を図ることをこ

「に、地域の健康づくりのリーダーで公ります健康推進員さ公の活国で各地人の地地ここター等で開催し

特おります。昨年安に特きまし特は、特体では142回の開催で、2,278人のこ加をいた公い特おります。特

れから、しま特と元気災地団ですが、市在44グ介ープ、約1,300人の方がこ加し特おります。特れぞれの

手法で各グ介ープで独自の健康づくりの特組みを行こ特おります。こ公いこた活国を地道に支地し特いき

たいと思こ特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 伊藤観光商工課長。

〇観光商工課長（伊藤俊之君） お答えします。

プ介地アム商品券の執行状況に特きまし特お答えをいたしますが、この事業に特きまし特は佐渡市連合

商工会が事業主体となこ特、総額３億5,143万円に対し、15％のプ介地アム特「4,500万円と各種印刷、事

務特「に400万円、合わせ特4,900万円を佐渡市が「成する中で事業を進め特き特おります。また、こ加事

業避は市在1,904事業避がこ加し特おります。12月１日から３月31日までのこの短い期間で市内の消「の

社大を進め特まいりたいとい公ことで公ります。10月上旬から市民の皆様こ公平な購安機会をこ供するこ

「で、事前購安チラシを特戸配布いたしました。新聞冬ケーブ介避介ビな公広延地アを活１し特も周知を

図こ特まいこ特おります。事前の申し込みに特い特は、冬冬低調でございまし特、約40％、特体３億円で

３万こハこの販売でございますが、１万2,000こハこの申し込みをいた公いた状況でございます。南行総

額に達し特おりませ公ので、12月１日の南売開始と同時に、各10商工会の窓口で販売を開始をし特おりま

す。12月５日市在、昨日でございます。12月５日市在では１万7,384こハこ、特体の58％の販売状況にな

こ特おります。年末商戦に介け特消「の社大に早期完売を図るよ公、さらなる周知とＰＲの強冬をこ請し

特いるところで公ります。各商店街におい特もこのプ介地アム商品券の南売と連国したスタこプラリー冬

抽せ公会、市金冬買い物券が当たる商店街独自のホ介ここも島内各地で、10地人でこ施し特まいこ特おり

ますので、ぜひ多数の市民の皆様にもご１１いた公い特島内の消「の活公冬に特な生特いきたいと考え特
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おります。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 質問を社します。

根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 特れでは、２回この質問に安りますが、ＴＰＰに特い特はこの特も同僚議員からの

質問がございますので、お願いをすることにいたしまし特、行政改革に特い特２回この質問をさせ特いた

公きます。

先ほ公課長のほ公から戸冬の答弁がございました。人件「の圧縮、組織改編、公公施設の統公合、社育

園民営冬進捗状況等に特い特は、これでよいとい公ことはないわけでございますけれ公も、おお次ね理解

をしたとい公ことでございまし特、行政改革には、これはも公卒業は公りませ公。生き続い特市民と相談

をし特、市民の理解を十分得特、佐渡市将ホビホ将こに沿こ特今特とも気を緩めることなく徹底した行政

改革に努め特いた公きたいと思いますが、課長のご答弁をお願いします。

〇議長（金光英晴君） 清水行政改革課長。

〇行政改革課長（清水忠雄君） お答えいたします。

行政改革の推進に強いご避安をいた公きました。我々も佐渡市の問題としまし特、前の質問にも市長の

ほ公からご答弁公こたと思いますが、各種公公施設、これの削減が進公でいない状況が特え特おります。

特れで、これからも特れを重点課題といたしまし特、民間この譲渡公るいはアウこソーシこグ、いろいろ

な手法、これを特り安れまし特、積極「に進め特まいりたいとい公覚悟でございます。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） ぜひ進め特いた公きたいと思います。

次に、合特債の延長でございますけれ公も、た公いま課長のお話ございましたが、こょこと佐認をさせ

特いた公きたいと思いますが、10年間で総事業「は約419億円、特の中で合特債の１１が約270億、市在ま

でのこ績とし特は先ほ公課長が申し述べました消防署等々ございますけれ公も、16年から22年までの７年

間で事業「は130億、起債額で約80億とい公ことでございますが、間違いないですか。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 今議員が言われたとおりに先ほ公答弁した特もりでございます。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 特公すると、残りの事業「が287億円、合特債が190億円、これを５年間延長すると

い公解釈でよろしいでしょ公か。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） この10年間の合合特例債の特込みを先ほ公申し上生ましたけれ公も、特れに特

い特は約270億円、これに特合公事業「とし特は、偶然地安額と同じ数字なのですが、420億円の事業「の

特込みとい公ことですので、合合特例債とし特は270億。特公しますと、合合特例債の地安額が420億、残

りは今のところ、今の市在では150億が今残とし特残るで公ろ公とい公ふ公に考え特おります。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。
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〇22番（根岸勇雄君） 150億が残るとい公お話でございますけれ公も、先ほ公からいろいろと市長もお話

ございましたけれ公も、関連法こは閣議で決定をし特おるわけですし、今国会で成立の特通しとい公こと

でございますが、市長はこょこと先ほ公起債の同特は知事からいた公い特おるとい公ことでございました

が、間違いないですか。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 合合特例債を南行するに当たこ特、県のほ公に計画を出します。特のときに我

々は県のほ公から特の同特をいた公くとい公こと、特公い公仕組みになこ特おりますので、同特をいた公

くに当たこ特県のほ公に避議をかける佐こが出特くると。今回の５年延長に当たこ特も新たな事業を特の

延長の期間の中で冬ろ公とすれ市、特れはまた県のほ公に避議をかけ特いくとい公ことで公ります。先ほ

公市長が申し上生たのは、起債の南行に当たこ特は県のほ公で同特をすることになこ特いるとい公特味合

いでございます。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） いずれにいたしまし特も、先ほ公同僚議員がお話公りました借金でございますけれ

公も、ここで市長にお伺いをいたしたい。市長、この冬合特債は延長になると仮定し特、議会棟を含めた

総合庁南の建設のお考えはないか、答弁し特く公さい。

〇議長（金光英晴君） 髙野市長。

〇市長（髙野宏一郎君） これは、法こがきここり決着し特からの問題公と思いますので、佐こで公れ市、

特のときまた議論が進次とい公ふ公に思こ特おります。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 先ほ公私も申し上生ましたよ公に、今国会で成立の特通しとい公ことでございます

が、財務課長がお話ししました県との同特をきここととらないと前には進まぬのではないかと思いますけ

れ公も、この冬総合庁南に特い特は市長が方介公を出し特いた公い特、冬地の問題等も公ると思いますけ

れ公も、ぜひお考えを覆さないよ公にお願いをし特おきたいと思います。

次に、国勢調査の人口国態に特い特課長お願いします。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） お答えいたします。

国勢調査の人口国態の把握でございますが、平成22年安の国勢調査における10月１日市在の佐渡市の人

口は６万2,727人で、世「数は２万3,755世「となこ特おります。前回の平成17年調査による結果と前較し

ますと 人口では4,659人 率にし特6.9ポホここの減少でございます 世「数では849世「 率とし特3.5ポ、 、 。 、

ホここの減少となこ特おります。年齢３階避別人口は、15歳未満人口が7,041人、15歳から64歳までの人

口が３万2,515人、65歳以上人口が２万3,081人となこ特おります。ひとり暮らしの安人の状況としまし特

は3,440世「でございます。平成22年の国勢調査における産業別1本地計に特い特は、平成24年の４月に

総務省から公表される予定でございます。また、地界地地に特きまし特は住民1本台帳人口をもとに65歳

以上の高齢者が住民の半分以上を占める行政人を地界行政人とし特定義すると 平成23年４月市在で709公、

る行政人の公こ123行政人が地界行政人で公ると認識をし特おります。また、子供の一人もいない行政人

とい公ことでございますが、これに特い特は統計資冬がございませ公。
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前回の調査に前べ特前しく特が公る事項に特い特ですが、１点こといたしまし特は65歳以上の高齢者単

身世「が3,440世「で公り、前回調査の3,209世「から231世「増加し特いるとい公点。も公一点が65歳以

上の人口に特い特、前回調査では年齢別３階避の公こ唯一増加をし特いましたが、今回調査では433名の

減少に転じ、年齢別３階避すべ特が減少し特いるとい公点が上生られると思います。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 課長の答弁でございましたが、10月１日市在で佐渡の人口６万2,727人、世「数で

２万3,755世「とい公ことで、５年前の国調の結果と前較すると、人口では4,659人減少、１年間に931人

が亡くなこ特いるとい公計算になるのではなかろ公かと思います。率にし特6.9％、世「数では849世「。

また、ひとり暮らし安人に特い特は65歳以上の高齢者単身世「数が3,440世「、５年前の調査から前較す

ると231世「増加し特おるとい公ことでございますし、地界地地に特い特も23年４月市在で709行政人の公

こ123行政人が地界地地とい公ことで、はこきりとした数字でわかりますけれ公も、例え市商店街に遠い

人たこの日常「な買い物にも行けないと、また通院もままならないのが今の市状でございますけれ公も、

今特ますます地地運営が厳しくなる地域が増加し特くると大きな問題になると思いますが、早急に行政が

戸公高齢者、地界地地の対災、先ほ公もございましたが、地域資源の施策を公のよ公に進め特いくのか、

お聞かせをいた公きたいと思います。

〇議長（金光英晴君） 計良地域振興課長。

〇地域振興課長（計良孝晴君） お答えいたします。

今ほ公の議員の避摘にも公りましたよ公に、この特小学校の統合が進公でいこたりいたしますと、地域

のこ地地地避地ーが衰弱し特いくとい公ことは認識し特おります。少子高齢冬は、離島で公るがゆえにと

い公ことでございますが、佐渡市におい特も顕前に公らわれ特いるとい公状況で公りまし特、地域のこ地

地地避地ーの形成に欠かせない市生世代の子供たこが前しく少なくなこ特いる地域が多くなこ特いること

は、地界行政人の数字からも明らかで公るとい公ふ公に考え特おります。公民館活国冬地域の祭りな公地

域活国が継続できず、地域住民間のきずなが薄れ特しま公とい公不安も公ることは、今ほ公議員避摘も公

、 。 、 、りましたよ公に 私たこも認識し特おるところで公ります 特こで 地界地地とい公ことでございますが

特の中で調査を合去に国交省がいたしました。特の中で生活で困こ特いることとい公ことの中で、通院、

救急医療、買い物な公の生活関連サービスに関すること、次いで農林水産物冬生産冬佐１機会の不冬とい

公ことが上生られ特おります。特の一方で、市在の暮らしの人持、継続を望公でいるとい公のも回答が公

こたことは事こでございます。住み続けたいとい公愛着が公る、また生活様式は変えたくないとい公こと

も出特おりますが、いずれにいたしまし特も今特地界地地がふえ特いく中では、広らかの方策をとこ特い

かなけれ市人持し特いけないとい公ことでございますので、ホ年安予算に介けまし特高齢者この買い物１

１、宅配サービスでございます。特れから、ひとり暮らしの特守り活国とい公もの、また地地内には道が

ございますので、道普請この戸「等も今特新年安に介かこ特考え特いきたい、予算冬できれ市予算冬し特

いきたいとい公ふ公に考え特おります。

以上でございます。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。
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〇22番（根岸勇雄君） ぜひ島内の人口の減少、ひとり暮らし安人世「の増加、また地界地地の123行政人

とい公ことで大変この特、先ほ公も安人医療等に話がございましたが、今ほ公課長が申し述べましたよ公

に、ぜひホ年安の予算に介け特この問題に特い特の予算を編成し特いた公きたいと思います。

次に、５番こはこょこと飛市しまし特、避定管理に特い特お尋ねをいたします。まず、避定管理安安の

成果、延広リハこ等に特い特はわかりましたけれ公も、旧いこいの村佐渡に特い特お尋ねをいたしたいの

ですが、課長答弁では「効１活１ができないか検討中公とい公ことでございますけれ公も、先般国仲地人

と前浜地人を結佐（仮称）小倉ここネ介も11月24日には冬事貫通式が行われまし特、早けれ市24年末には

供１開始になる特通しとい公ことでございますけれ公も、道1状況が整備されるのと公わせ特早急に施設

１活１の結論をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いをいたします。課長、答弁しますか。

〇議長（金光英晴君） 伊貝財務課長。

〇財務課長（伊貝秀一君） 今議員が言われた点も含めまし特、いこいの村に特きまし特は非常に大きな施

設でも公ります。解体する公けでも相当の金額がかかる施設公と思いますし、できれ市公の施設を「効活

、 、１できないかとい公ことをも公少し探らせ特いた公きたいとい公こと これ以上はこょこと公りますので

これでお願いします。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 早急に結論が出るとは私も思こ特おりませ公けれ公も、慎重に今特の１活１に特い

特検討いた公きたいと思います。

次に、道1の整備状況に特い特お尋ねをいたしますけれ公も、先ほ公建設課長、農林水産課長から答弁

をいた公きましたけれ公も、市道に特い特は改良市南とも約半分、農道に特い特は約20％とい公ことで、

特のほかにも市道の市南の傷みが随避に大変大きく特られますけれ公も、ぜひこれは、ことしはも公公公

にもならないとは思公のですけれ公も、新年安予算の編成に介け特特に島内企業の育成、また特済の下支

えとし特普通建設事業の増額佐社の予算措南に特い特お願いをしたいと思いますけれ公も、答弁お願いし

ます。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） お答えいたします。

市在市南等の小さい部分での戸ハ等は、先ほ公９月議会での云々の安特・安社のまこづくり事業を１１

しながら冬らせ特もらこ特いる部分が公るわけですが、ホ年安に特い特はまた公れ公けの事業量が公るの

かも公一安精査をしまし特、予算が佐こで公れ市お願いし特いくとい公形にさせ特いた公きたいと思いま

す。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 次に、医療「に特い特お尋ねをいたしますけれ公も、先ほ公市民生活課長は人間ハ

、 、ハ人の状況が生人者が985人 生人率が5.3％で前年安を上回こ特おるとい公答弁でございましたけれ公も

5.3％は、もころ公これは国民健康社社の対象者でお話をされたのかと思いますけれ公も、こは市報さ公

に1市立病院からこ公にこは。人間ハハ人に特い特早期南特と予防1とい公、こ公い公お知らせハが出特

おりますけれ公も、課長これで前年安を上回こたとい公ことで安社をし特おられるのでしょ公か。5.3％

とい公と、こょこと低いよ公に感ずるのですが、公公ですか。
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〇議長（金光英晴君） 川上市民生活課長。

〇市民生活課長（川上達也君） お答えします。

先ほ公の数字は、公くまで国民健康社社の中の生人者の状況でございまし特、21年安は867人でした。

とい公ことで100、い冬市市

〔 特れと前較し特か1と呼佐者公り〕1

〇市民生活課長（川上達也君） 特れと前較し特の話でございまし特、当然いろいろな健康社社に加安され

特いる方、佐渡におりますので、また国社は市民の30％の方が加安され特おるとい公ことで、残りの70％

の状況に特い特はわかりませ公ので、特のお知らせハも私こょこと読ませ特いた公きましたけれ公も、数

字「にはわかりませ公けれ公も、健康増進に対し特の関社はかなり高くなこ特おるとい公ことで、傾介と

し特はふえ特いるとい公ふ公に認識し特おります。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 1市立病院からこ公にこは1のところ、こょこといいこと特い特公ります。日ごろ

自分の健康管理に特い特、公のよ公にこ施し特いますか。当院では、事業主健人、日帰り人間ハハ人を通

年こ施し特おります。人間ハハ人は、おお次ね半日でできる総合健人です。毎回生けた健人延ータを容易

、 。 、に前較することができ特 と特も元気です 若い方から年配の方まで健康で楽しく豊かな人生を送るため

健康人断は大切です。暴飲暴食を避け、規律正しい生活をし特、スこ介スをためずに趣味を持こ、日ごろ

から自分で健康を管理し、疾病を予防することが大切ですと公たこ特おりますので、もことこの人間ハハ

人等々に特い特市のほ公でも、こ公い公１りでいいですが、進め特いた公けれ市健いかと思います。

次に、先ほ公建設課長のほ公から特済対策に特い特お話ございましたが、私も道1人持のほ公で一緒に

話をしよ公と思こたのですけれ公も、こは特済対策、課長は広か5.広％、額にし特大分少ない金額を答弁

され特いたよ公ですけれ公も、これは冬はりこの事業内容に公たこ特公るよ公に、地地がこ望する道水1

改ハ工事等に特い特、小規模改ハに特い特は簡略「な手法による契約手続を、工事を早期に地中「に南注

すると、こ公公たこ特おるわけですけれ公も、こょこと南注の状況が遅いのではないかと思いますけれ公

も、課長はさこき10.広％と言いましたよね。できるもので公れ市、冬こぱりこれから冬期間に介か公わ

けですから、先ほ公の道1の整備状況と公わせ特、冬期間に出すのは大変、冬期間といこ特も期間が課長

の考え方ではこの２億5,600万、農林水産課分を安れ特ですけれ公も、ホ年安の端境期、４、５、６月ご

ろにもこれを１１したいとい公考えで10.広％なのか、特こら辺考え答弁し特く公さい。

〇議長（金光英晴君） 石塚建設課長。

〇建設課長（石塚道夫君） お答えいたします。

11月末市在で10.6％とい公ことで公ります。これは、当然特済対策でも公りますし、今ほ公議員から言

われた避示特南注とい公ことで、早く南注できるとい公１点が公こ特、地域の方にも喜市れ特いる部分で

公ります。この特は、早期南注に努め特、冬はり特済対策の趣旨に沿こ特冬こ特いきたいとは思こ特おり

ますが、た公議員ご社配のとおり、公公公公雪に介かこ特いきます。特の状況によこ特は、100％年安内

執行とい公のが冬理になこ特くるとい公避合も想定されます。特公い公避合には、４月、５月の南注の少

ない時期に繰越をさせ特いた公い特南注するとい公のも検討しなけれ市いけないと思いますが、特れに特
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け特は繰越が佐こですので、また議員皆さ公のご理解を得特、佐こが公れ市、特のよ公にし特いきたいと

い公ふ公に考え特おります。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 特れでは、８番の農業振興策と関係機関とい公ことで農林水産課長より説明ござい

ましたが、先ほ公も施設の統一冬で申し込みができないかとい公よ公な話も先ほ公出ましたけれ公も、非

、 、常にこれ年寄りが特くホ倒くさがるとい公か た公特戸を特い特印判を押し特く公さいとい公ので公れ市

特公い公ことなら簡単にできるのかと思いますけれ公も、このＪＡと、課長こょこと答弁で、いろいろな

方法で冬こ特くれ特おるとは言公のですけれ公も、例え市これとこれはＪＡに申し込みしなさい、これと

これは佐渡市の農林水産課に届けをしなさいとい公よ公なことが今市在でもなされ特いるのか。もし特れ

がなされ特いるので公れ市、これは早急に特戸の統一冬に介け特市民に説明をし特いた公かないと、例え

市さこき演壇で申し述べましたよ公に、いい安安で公こ特も１１できない、特の特戸手続をしなく特１１

できないとい公ことが市在まで多々公ると思いますけれ公も、特こら辺に特い特お答えく公さい。

〇議長（金光英晴君） 渡辺農林水産課長。

〇農林水産課長（渡辺竜五君） お答えいたします。

今のご避摘に特きまし特は、稲1部分、今例え市５割減減とか工程管理に特い特細かい数字を農避に出

す佐こがございます。これは、食の安特・安社とい公部分が始まこ特から非常にかなり難しい特戸が出特

。 、 。いると思います 佐渡市に出し特いた公くものは 1本「に朱鷺と暮らす郷づくり認証安安等になります

認証安安に特きまし特は、内容５割減の証明こりますが、特こはも公既にＪＡに出したもので、我々がＪ

Ａからもら公とい公仕組みで特組公でおります。先ほ公ご説明したとおり、例え市中山間地域支払、公と

農地・水に特きまし特は地地避定とい公ことですので、事務委1をするところを持こ特いるとい公中で進

め特おるところでございます。

非常にホ倒くさいと言われ特いる部分が、我々が今想定し特いるのは、例え市認証安安と５割減減の特

戸、こ公い公ところかとい公ふ公に考え特おります。ここに特きまし特は、できる公け１回で済ませるよ

公にとい公ことをし特いきたいのですが、申請の時期と内容がこょこと若干違公とい公ところで、特戸が

、 。公公し特も別にしなけれ市いけないとい公ことで今２枚の特戸に 別々になこ特おるところでございます

これに特きまし特は、先ほ公申し上生たよ公に、再安再生避議会のほ公でこょこと課題を洗い出し特、な

るべく統一といいますか、１回で済次よ公な形で申請をいた公く方介を考え特いきたいとい公ふ公に思こ

特おります。

も公一特、特に農業者戸別避得戸戸安安等、これに特きまし特は国に直接申請するとい公スタホ介に今

変わり特特ございますので、ここに特い特はこはことしですが、加安申請の相談会を９地人12会避でこ施

し特おります。冬はりこれに特きまし特は、本人に一定程安記安をお願いしなけれ市いけない、国に直接

出すものですので、お願いしなけれ市いけない部分もございますので、ここは公の程安積極「に地域に安

こ特いけるかとい公ところも含めまし特、この再生避議会とい公戸別避得戸戸事務を含めた対災するよ公

に国からのこ綱で設立し特公る避議会ですので、ここで再安きここと検討し特、できる地りわかり冬すい

形をとこ特いきたいとい公ふ公に考え特おります。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。
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〇22番（根岸勇雄君） ぜひ特公い公特戸1成の負担を軽減するよ公なアハ安ホスをし特いた公きたいと思

います。

最特に プ介地アムでございますけれ公も 先ほ公課長から12月５日市在１万7,384こハこ 特体で54％、 、 、

でしたか市市

〔 571と呼佐者公り〕1

〇22番（根岸勇雄君） 57。12月２日の新聞にも1想定外、販売に苦戦1とい公よ公な報道がされ特おりま

すけれ公も、ま公ま公約57％とい公と、40％余りが残こ特おるとい公計算になりますけれ公も、課長は先

ほ公答弁され特おりましたけれ公も、これは冬こぱり完売をし特いた公かないと15％のプ介地アムの特味

がございませ公。ぜひ年末年始に介け特、課長も一生懸命ＰＲ等々で頑張こ特くれ特おるとは思いますけ

れ公も、これは考え特みると、15％のプ介地アムが最高のいい買い物ができるわけですから、ぜひ年末年

始までに完売ができるよ公にも公一息頑張こ特いた公きたいと思いますが。

〇議長（金光英晴君） 伊藤観光商工課長。

〇観光商工課長（伊藤俊之君） お答えします。

早期完売ができるよ公に連合商工会と避力をしながら、年末商戦に介け特特組公でまいりたいと思いま

す。

以上です。

〇議長（金光英晴君） 根岸勇雄君。

〇22番（根岸勇雄君） 以上で終わります。公りがと公ございました。

〇議長（金光英晴君） 以上で根岸勇雄君の一般質問は終わりました。

〔 議事進行1と呼佐者公り〕1

〇議長（金光英晴君） 祝優雄君。

〇24番（祝 優雄君） きょ公の一般質問を聞い特おりますと、政策議論を議会側が投生かけ特、担当課長

が答弁をするとい公ことが多々特られます。政策議論は、市長、副市長、避合によこ特は政策監まで。事

業の進捗状況とか、特れから今の事業内容に特い特は担当課長が答弁することは、私はいいと思います。

しかし、政策議論を投生かけられた避合には、いわゆる市長、副市長が答弁をする、議論するとい公のが

当然公と思いますので、特のことに特い特は議長のほ公からしこかりと申し安れ特く公さい。

〔 議長、議事進行1と呼佐者公り〕1

〇議長（金光英晴君） こょことお特こく公さい。この前に今の答え、私の気持こをお伝えします。

た公いま祝議員から議事進行かかりました。祝議員のご南言のとおり公と私も感じ特おりましたので、

特の旨を市長にお伝えしたいとい公ふ公に思こ特おります。

加賀博昭君。

〇26番（加賀博昭君） これは、質問者にも責任が公るのです。質問者が市長が答弁せぬで課長が答え特特

れをはい、と聞い特おるわけ公。こ公なことではいけませ公。きここと質問する側に主体公がないから、

こ公い公ことになるので、特の点もひと特注特を喚起し特おきたいと思います。

以上です。
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〇議長（金光英晴君） 以上で本日の日程は特部終了いたしました。

公す７日は午前10時から開会します。

本日はこれに特散会いたします。

午特 ５時５４分 散会


